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事業名 担当課 ページ

議会運営事業 議会事務局 1

事務局費一般経費 議会事務局 2

職員研修業務 総務課 3

防犯対策事業 総務課 4

町の花・木普及事業 総務課 5

老朽空家等対策事業 総務課 6

広報・広聴事業 総務課 7

町有財産管理業務 総務課 8

与謝野町役場等管理事業 総務課 9

与謝野町加悦庁舎等管理事業 総務課 10

行政マネジメント推進事業 企画財政課 11

ふるさと納税事業 企画財政課 13

地域協働推進事業 企画財政課 14

移住定住支援事業 企画財政課 15

電算システム管理運営業務 総務課 17

有線テレビ施設管理運営事業 総務課 18

有線テレビ施設整備事業 総務課 19

有線テレビ番組制作事業 総務課 20

地域内公共交通確保維持事業 企画財政課 21

京都丹後鉄道利用促進対策事業 企画財政課 22

与謝野駅舎管理運営事業 企画財政課 23

人権啓発事業 住民税務課 24

生活困窮者等支援事業 福祉課 25

ＤＶ被害者等支援事業 福祉課 26

つながるこころささえる事業 福祉課 27

介護人材育成・確保支援事業 福祉課 28

権利擁護支援体制整備推進事業 福祉課 29

がん患者生活支援事業 福祉課・保健課 30

物価高騰対応生活者支援事業 福祉課 31

障害者福祉サービス利用者生活支援事業 福祉課 32

地域生活支援事業 福祉課・子育て応援課 33

障害者就労支援事業 福祉課 37

障害児通学支援事業 子育て応援課 38

敬老事業 福祉課 39

認知症総合戦略推進事業 福祉課 40

放課後児童健全育成事業 社会教育課 41

子育て支援医療事業 子育て応援課 42

こども家庭伴走型相談支援事業 子育て応援課 43

児童発達支援事業 子育て応援課 44

家庭支援事業 子育て応援課 45

児童虐待・DV対策事業 子育て応援課 47

予算概要資料事業一覧



事業名 担当課 ページ

予算概要資料事業一覧

認定こども園施設整備事業 子育て応援課 48

キッズステーション事業 子育て応援課 49

民間保育施設運営事業 子育て応援課 50

乳児等通園支援事業 子育て応援課 51

地域医療人材確保事業 保健課 52

予防接種事業 保健課 53

健康診査事業 保健課 54

環境活動推進等事業 農林環境課 56

再生可能エネルギー推進事業 農林環境課 57

地球温暖化対策事業 農林環境課 58

生活排水等処理対策事業 上下水道課 59

阿蘇霊照苑管理運営事業 農林環境課 60

一般廃棄物処理事業 農林環境課 61

農業委員会事業 農林環境課 62

環境保全型農業総合推進事業 農林環境課 63

農業生産支援事業 農林環境課 65

農業担い手確保・育成事業 農林環境課 66

農業用施設維持管理事業 農林環境課 67

地籍調査事業 建設課 68

有機物供給施設管理運営事業 農林環境課 69

森林整備事業 農林環境課 70

商工会助成事業 産業観光課 71

商工業者金融支援事業 産業観光課 72

産業振興事業 産業観光課 73

織物振興対策事業 産業観光課 75

特産品普及促進事業 産業観光課 76

企業立地推進事業 産業観光課 77

織物技能訓練センター管理運営事業 産業観光課 78

観光地域づくり支援事業 産業観光課 79

クアハウス岩滝管理運営事業 産業観光課 80

阿蘇シーサイドパーク管理運営事業 産業観光課 81

分譲宅地管理事業 建設課 82

土木総務費一般経費（景観審議会運営事業） 建設課 83

建設発生土処分場管理事業 建設課 84

道路占有物管理事業 建設課 85

道路維持管理事業 建設課 86

除雪対策事業 建設課 87

道路新設改良事業 建設課 88

河川維持管理事業 建設課 89

河川改修事業 建設課 91

都市下水路施設管理事業 建設課 92



事業名 担当課 ページ

予算概要資料事業一覧

都市公園管理運営事業 建設課 93

町営住宅維持管理事業 建設課 94

住宅等耐震化事業 建設課 95

災害・危機管理対応事業 総務課 96

防災活動支援事業 総務課 97

奨学資金貸付事業 学校教育課 98

不登校等対策事業 学校教育課 99

小学校施設整備事業 学校教育課 100

小学校教育振興事業 学校教育課 101

中学校施設整備事業 学校教育課 102

社会教育推進事業 社会教育課 103

高校魅力化推進事業 社会教育課 105

地域学校連携事業 社会教育課 106

地区公民館管理運営事業 社会教育課 108

文化財保護事業 社会教育課 109

古墳公園管理運営事業 社会教育課 111

社会体育推進事業 社会教育課 112

屋外体育施設管理運営事業 社会教育課 113

屋内体育施設管理運営事業 社会教育課 114

学校給食センター管理運営事業 学校教育課 115

学校給食センター施設整備事業 学校教育課 116

生活支援体制整備事業（介護保険特別会計） 福祉課 117





１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）会議システム運用事業

○ タブレット端末レンタル及び通信料（22台）

・ 通信料　963千円（80,190円×12月）

・ タブレット端末レンタル料（iPad）　625千円（52,030円×12月）

○ 議会文書共有会議支援システム使用料（50ライセンス）

・ システム使用料（ライセンス料）：621千円（51,700円×12月）

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）各委員会行政視察研修、議長用務、議員研修会

（旅費,費用弁償、需用費,燃料費、使賃,自動車借上料 通行料 駐車料）

・ 4委員会の行政視察（概ね350ｋｍ圏内）に係る経費

・ 京都府議会議長会主催などの研修会への参加（新人議員,全議員対象等）

・ 国府等への要望活動に係る経費

（２）議会だよりの発行（需用費,消耗品費 印刷製本費 備品購入費）

・ 年4回発行（7,600部）の広報誌作成

（３）議会懇談会の開催（需用費,印刷製本費）

・ 3地域の会場で実施（年3回程度）

・ 周知チラシ印刷（7,600枚）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 39-40

1010103 担当課 議会事務局

歳出費目 議会費 議会費 議会費 作成責任者 局長　谷口義明

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策1）多様な主体による協働のまちづくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 5,646

中事業① 会議システム運用事業 中事業事業費（千円） 2,209 新規

中事業② 議会運営事業 中事業事業費（千円） 3,437 新規

事業名 議会運営事業

総
合
計
画

事業目的 開かれた議会運営と議会活動の充実を通じて、議会の役割を果たすことを目的とする

予算額 5,646千円

議会で使う資料をタブレットで共有・閲覧できる環境を整え、会議や委員会の審議を分かりやす
く、円滑に進める。あわせて紙資料を減らし、印刷や配布に係る手間を抑える。

議員等にタブレット端末を貸与し、議案書や資料を端末で閲覧できるようにする。通信回線
と文書共有の会議支援システムを活用し、資料配布・共有・更新を確実に行う。

各委員会の調査・視察や議員研修などを通じて、議会活動を深めるとともに、「議会だより」や
議会懇談会により、議会の取組や議論を町民に伝え、意見を聞く機会をつくる。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

議会会議録作成（委託料）

会議録検索システム使用料（役務費）

事務局職員の研修・会議出席、議員研修等への随行旅費

専門書籍の追録等（食糧費,消耗品費,印刷製本費,役務費,委託料）

京都府町村議会議長会ほか負担金（負補交）

（6） 会議システム卓上マイク設備導入（備品購入費）【新規】

目的 …

〇会議システム卓上マイク設備　※2委員会同時開催に対応

マスターコントロールユニット…　2式

委員長用マイク…　2台（委員長用専用ユニット付スタンド）

議員・説明員用マイク…　18台（参加者専用ユニット付スタンド）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 39-40

1010150 担当課 議会事務局

歳出費目 議会費 議会費 議会費 作成責任者 局長　谷口義明

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策1）多様な主体による協働のまちづくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 6,709

中事業① 事務局費一般経費 中事業事業費（千円） 6,709 新規

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

事業名 事務局費一般経費

総
合
計
画

事業目的 議会事務の円滑な遂行に必要な経費を執行する。

予算額 6,709千円

議会の運営に必要な会議録の作成・管理、資料の整理、連絡調整など、議会活動の基盤とな
る事務を事務局が支えるための経費。

各委員会等の会議で、出席者の発言を明瞭に収音できる卓上マイク設備を整備す
る。AI音声認識による文字起こしの精度を高め、会議録作成をより確実・迅速に行
えるようにする。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　外部研修に参加

【研修メニュー】

階層別研修（新規採用、３・５・７・１０年目、係長、課長補佐、管理職研修等）

能力開発研修（法制執務、先読み仕事術、仕事の効率化等）

特別研修（トップセミナー等）

（２）　職員を講師とした独自研修を実施【ゼロ予算】

【研修メニュー】

新規採用職員研修

税・財政・例規その他基幹となる分野の研修

（３）　外部資源の活用

【研修メニュー】

新規採用職員研修

管理職向け研修（マネジメント）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 43-44

2010106 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 一般管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 1,179 357

中事業① 職員研修事業 中事業事業費（千円） 1,536 新規

事業名 職員研修業務

総
合
計
画

事業目的 人材育成基本方針に定める「求められる職員像」の実現を目指す

予算額 1,536千円

人材育成基本方針に定める「求められる職員像」や第３次与謝野町行政改革大綱に掲げる
「持続可能な執行体制の確立」の実現のために、外部研修の情報提供や、町独自研修で
は、広く職員にも周知が必要な業務や制度などを、担当職員自らが講師となって研修を行い
講師・受講者共に学ことができる取り組みを実施。また、京都府等の他機関への派遣や外部
講師による研修会実施など、外部資源の活用にも取り組む。

京都府市町村振興協会等が実施する研修に参加することで、他の自治体職員等との交
流を図り、相互に啓発し合う機会として活用する他、職場研修では得られない違った視点
からのものの見方や考え方の習得に努め、職員の幅広い視野の醸成を図る。

各職場で求められる専門的知識や技術の伝承・習得として、町職員が講師を務める独自
研修を実施。

京都府等の他機関への派遣により、新たな知見を得る機会を設ける。また、外部講師を
招いて管理職向け職員研修を実施し、より多くの職員が参加できる環境を作り、マネジメ
ント能力の向上に努める。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　防犯対策事業

（２）　見守りカメラ設置事業補助事業　【新規】

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 43-46

2010108 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 一般管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 2,295

中事業① 防犯対策事業 中事業事業費（千円） 2,295 新規

事業名 防犯対策事業

総
合
計
画

事業目的 町民の防犯意識の高揚と自主的な防犯活動の推進を図り、もって町民の生活安全の確保に寄与する

予算額 2,295千円

与謝野町防犯推進協議会を主体に、夜間防犯パトロールや見守り活動等を実施する他、令
和８年度から地域の方々による、高齢者や子ども達の見守りを目的とするカメラの設置に対
し、経費の一部を補助する。

町内の防犯パトロールを年２回（夏季・冬季）実施するほか、１０月には、地域安全パレー
ドを実施し、町民の防犯意識の高揚と自主的な防犯活動の推進への普及啓発を実施す
る。

地域の方々による、高齢者や子ども達の見守りを目的とするカメラの設置に対し、整備経
費の一部を自治会に対し交付する。
設置経費の３分の２以内（上限：１台当たり１３万円）、１自治会２台までの整備を上限とす
る。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　ひまわりスポット事業

（２）ひまわりの種配布事業

（３）　国道176号沿い椿管理業務　

（４）　椿の苗木配付　

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 45-48

2010113 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 一般管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名

施策名 （施策1）ファンづくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 378

中事業① 町の花・木普及事業 中事業事業費（千円） 378 新規

事業名 町の花・木普及事業

総
合
計
画

事業目的 町民のまちの花・木に対する認知度の向上を図る

予算額 378千円

町の花「ひまわり」と町の木「椿」の普及啓発を行い、認知度の向上を図り、町民の郷土愛の
醸成に繋げる。

①町内の施設・企業等で、事業参加を希望するところに ひまわりの種を配布し、栽培して
もらう。
②これらの栽培場所を「ひまわりスポット」として町HP・SNS等で紹介する。
③参加団体には御礼として「参加記念証」と「粗品」を配布する。

①役場各庁舎の窓口にひまわりの種を置き、来庁者に持ち帰ってもらい、各家庭等で
栽培してもらう。

①国道176号沿い等に植樹してある椿の木の害虫防除や蔓切りを行い、適正な維持管
理を図る。

①町内に住居を新築した場合や結婚・就職、又は転入した場合などに、希望者に対し
椿の苗木を配付する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　老朽空家等解体事業費補助金

（２）　所有者不明土地・建物管理人制度の活用　【新規】

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 47-48

2010115 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 一般管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 2,572

中事業① 老朽空家等対策事業 中事業事業費（千円） 2,572 新規

事業名 老朽空家等対策事業

総
合
計
画

事業目的 近隣に悪影響を及ぼす危険空家ゼロを目指す

予算額 2,572千円

活用が困難な空家を所有する所有者に対し、適正管理を促すとともに、老朽化した空家につい
ては、危険空家になる前に解体撤去を促し、危険空家の増加を防ぐとともに、当該空家の近隣
住民の不安感を払拭する。

管理不全空家に準ずる老朽空家の所有者が実施する空き家の除却解体に係る費用に対
し、除却経費の３分の１を補助する。（上限３０万円）

所有者が不明である老朽空家に対し、所有者不明土地・建物管理人制度を活用し、適正な
管理を行う。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　町政・町の魅力や資源の発信

② 町公式ホームページの安定運用

（２）　SNSを活用した情報発信

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　町政への意見などを聴く「町政懇談会」の開催

（２）　町の重要取り組みを周知する「町長トーク」の開催

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 49-50

2010201 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 文書広報費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

2,185 0 0 228 5,885

中事業① 広報事業 中事業事業費（千円） 8,294 新規

中事業② 広聴事業 中事業事業費（千円） 4 新規

事業名 広報・広聴事業

総
合
計
画

事業目的 住民が町政情報を理解し行動できている状態を目指す

予算額 8,298千円

与謝野町広報広聴規程に基づき、町広報媒体の発信力の向上を図る。

① 広報紙の発行（広報よさの、お知らせ版
月2回）

与謝野町広報広聴規程に基づき、町民のまちづくりへの参画機会の充実を図る。

当該年度の予算説明に加え、町政に対する意見交換の場として開催する。

町長が町民の方と直接お話しし、伺った意見等を町政に反映させることを目的として開催
それぞれにテーマを設定し、現場の声を町政にいかす場とする。当日の様子は撮影し、後
日、有線テレビや広報紙、Youtubeを活用して発信する。

事業内容

LINE、Instagram、
Facebook、X、Youtube
などを最大限に活用し、
多くのターゲットに町の
魅力や資源、取り組みを
届け、町に関心を寄せる
ファンを獲得する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　旧与謝小学校の利活用の推進

（２）　未利用地の売却・貸付の実施

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　普通財産草刈業務

（２）　消防点検業務

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 51-52

2010501 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 財産管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策3）未来を見据えた行財政運営 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 2,947 0

中事業① 町有財産活用業務 中事業事業費（千円） 164 新規

中事業② 町有財産管理業務 中事業事業費（千円） 2,783 新規

事業名 町有財産管理業務

総
合
計
画

事業目的 町有財産を適正管理と有効活用により、町民の利便の向上を図るとともに、持続可能な町づくりに資する

予算額 2,947千円

町が所有する土地や建物において、利用の必要性の無くなったもの（未利用地）や利用頻度
が極めて少ないもの(遊休施設）について、積極的に売却、貸付を行い、自主財源の確保を
図る。

令和7年度で民間提案制度により利活用提案を募集している旧与謝小学校の優先交渉権
者を決定し、詳細協議を行い、事業実施までの支援を行う。

町ホームページにより未利用地の売却・貸付申し出を募り、申し出のあった物件について
は、土地価格の算定、土地境界の確定を行い、売却・貸付する。

町が保有する普通財産において、定期的な維持管理を行い良好な環境を保全する。

旧鉄道敷地ほか1箇所の草刈を行い、良好な周辺環境を維持する。

普通財産の消防点検を行い、適正な設備を保持することで、施設の安全性を確保する。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）本庁舎キュービクル交換事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 51-54

2010502 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 財産管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策3）未来を見据えた行財政運営 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 1,383 24,458

中事業① 与謝野町役場等維持管理事業 中事業事業費（千円） 25,841 新規

事業名 与謝野町役場等管理事業

総
合
計
画

事業目的 本庁舎等の安心・安全で快適な環境整備を図る。

予算額 25,841千円

本庁舎等の安心・安全で快適な環境整備を図る。

　本庁舎のキュービクルに低濃度ＰＣＢ油が入っていることが判明し、キュービクルを交換す
る必要があるが、鉄製の建屋の中に格納されており、大型クレーン等で引き上げるなどしな
いと更新できない。
　低濃度ＰＣＢは令和９年３月までに処分する必要があり、令和８年度に実施しなければなら
ないため、設計業務委託を実施。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

加悦庁舎等の安心・安全な環境整備を整備する。

２　　内容

（１）設計委託料（蓄電池設備更新設計業務委託）

（２）修繕料（庁舎の維持補修）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 53-54

2010503 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 財産管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策3）未来を見据えた行財政運営 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 115 24,859

中事業① 与謝野町加悦庁舎等管理事業 中事業事業費（千円） 24,974 新規

事業名 与謝野町加悦庁舎等管理事業

総
合
計
画

事業目的 加悦庁舎等の安心・安全で快適な環境整備を図る

予算額 24,974千円

停電時に非常用照明に電力を供給する蓄電池、及び非常用照明本体が老朽化している。こ
れらを更新するにあたり、既存のシステムを更新するか、その他の方法での更新かを検討
し、設計業務を委託するもの。

事業内容

【主な修繕料】
①正面玄関のタイル修繕
令和７年度に外壁の赤外線調査を行い、タイルの浮き状況を把握したため、庁舎前面の浮
いた部分のタイルを修繕する。
②照明器具のLED化　など
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　与謝野町総合計画審議会の運営等

（２）第３次与謝野町総合計画の策定

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　与謝野町行政改革推進委員会等の開催

（２）　事務事業評価の実施

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 57-58

2010601 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 企画費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （基本施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 12,000 1,960

中事業① 総合計画推進事業 中事業事業費（千円） 13,238 新規

中事業② 行財政改革推進事業 中事業事業費（千円） 383 新規

事業名 行政マネジメント推進事業

総
合
計
画

事業目的 総合計画に基づく健全で持続可能な行財政運営の推進を図る

予算額 13,960千円

与謝野町における総合的かつ計画的な行政の運営を図るために定める第２次与謝野町総合
計画後期基本計画の推進・進捗管理を行う。
また、第２次与謝野町総合計画後期基本計画の計画期間が令和８年度で終了することから、
総合計画審議会の審議結果を踏まえ、第３次与謝野町総合計画を策定する。

総合計画審議会の開催（年５回＋答申）
まちづくりの担い手を増やすため、タウンミーティング「よさのみらい会議プロジェクト」を総合
計画審議会と連携して実施
住民意識調査の実施

第３次与謝野町総合計画基本構想の策定
第３次与謝野町総合計画前期基本計画の策定
第３次与謝野町総合計画前期基本計画実施計画の策定

社会経済情勢の変化に対応した効率的な町行財政の推進を図るため、行政改革大綱の推進
と進捗管理を行う。
また、第３次与謝野町行政改革大綱の計画期間が令和８年度で終了することから、行政改革
推進委員会の意見を踏まえ、第４次与謝野町行政改革大綱を策定する。

〇行政改革推進委員会（５回）
　※第４次与謝野町行政改革大綱の策定に係る知見やアイデアの提供
〇令和７年度与謝野町行財政経営マネジメントに関する答申並びに行政改革推進委員と理
事者・役場管理職との意見交換会（１回）

令和７年度に実施した各事務事業を対象に事務事業評価を実施する
一次評価：担当課による自己評価
二次評価：一部の事務事業について外部委員による外部評価を実施

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　与謝野町公共施設等マネジメントの推進

中事業③ 公共施設等マネジメント事業 中事業事業費（千円） 339 新規

公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進する。
また、公共施設等総合管理計画実施計画の第１期実施計画の実施方針を示した期間が令和９
年度までであるため、与謝野町公共施設等マネジメント推進委員会の意見を踏まえ、計画の見
直しを、令和８・９年度の２カ年で行う。

与謝野町公共施設等マネジメント推進委員会の開催（4回）
　公共施設等総合管理計画の推進と進捗管理
　公共施設等総合管理計画の見直しに係る知見やアイデアの提供
　今後の公共施設のあり方等に繋がる知見やアイデアの提供（町長が毎回出席）

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　ふるさと納税の事業

ふるさと納税ポータルサイトの運営による寄附の効率的な受付及び情報発信

申込件数増への取組として、既存返礼品の商品画像の加工・差し替え、SEO対策を実施

（２）　企業版ふるさと納税の事業

企業版ふるさと納税支援業務の外部委託によるPR強化

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 57-58

2010602 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 企画費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野2）地元を誇りに思い、人の流れを生むまち 分野名 （分野7）住民が主人公となるまち

施策名 （基本施策1）ファンづくりの推進 施策名 （基本施策3）未来を見据えた行財政運営

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 72,834 0

中事業① ふるさと納税事業 中事業事業費（千円） 72,834 新規

事業名 ふるさと納税事業

総
合
計
画

事業目的 ふるさと納税制度を活用した寄附金の獲得、地域事業者支援及び与謝野町のPRを図る

予算額 72,834千円

ふるさと納税制度を活用した寄附金の獲得を行うと同時に、ふるさと納税返礼品を通じて与謝
野町、与謝野町の特産品及び取り組みのPRを図り、与謝野町を想い支援する者との結びつき
を強め、ファンづくりを推進する。また返礼品の贈呈により地域事業者の売上及び販路拡大に
対する支援を行う。

ふるさと納税制度を活用した寄附金の獲得、返礼品提供事業者の支援及び与謝野町及び
特産品のファンづくりのため、ふるさと納税ポータルサイト等を活用して、特産品等をPRす
る。

対話と協働により、新規返礼品の積極的な開拓に加え、返礼品提供事業者に対する登録作
業の代行・補助による登録返礼品を拡充

企業版ふるさと納税制度を活用し、与謝野町と与謝野町の取り組みを支援いただける企業
づくりのため、企業に対するPRを行う。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）地域づくり活動に対する支援

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　自治会活動に対する支援

自治会運営交付金

与謝野町区長に対する報償金

（２）　区長連絡協議会等に対する支援及び負担金

区長連絡協議会等研修事業費補助金

研修事業参加負担金及び随行職員旅費

（３）　広報配布業務に係る負担軽減

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 59-60

2010701 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 地域振興費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策1）多様な主体による協働のまちづくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 30,100 7,147

中事業① 対話と協働によるまちづくり推進事業 中事業事業費（千円） 18,622 新規

補　助　制　度 金額（千円） 内　容

ふるさとまちづくり活動応援補助金の団体登録申請に対する有識者意見聴取会の開催

中事業② 自治組織支援事業 中事業事業費（千円） 18,625 新規

行政から協力依頼している広報配布業務の負担軽減を図るため、仕分け業務を集約し、効率化を図る。

事業名 地域協働推進事業

総
合
計
画

事業目的 連携と協働による地域課題の解決と住民参画による町政の活性化を図る

予算額 37,247千円

多様な主体による協働のまちづくり推進指針に基づき、連携による地域課題に向けた取組や、
住民参画による町政の活性化を通じて、多様な主体が協働したまちづくりを推進する。

①まちづくり人づくり
補助金 6,500

地域コミュニティ活動を推進するため、住民による主体性が
あり、かつ、地域の個性を生かした公共性及び公益性のあ
るまちづくり活動を支援

②コミュニティ助成事
業補助金 7,100

地域の連帯感に基づく自治意識の盛り上げるため、コミュニ
ティ活動に直接必要な設備等の整備に関する事業を支援
（財源：一般財団法人自治総合センター実施のコミュニティ
助成事業）

③ふるさと応援補助
金

【地区指定型】地域コミュニティ活動を推進するため、住民に
よる主体性があり、かつ、地域の個性を生かした公共性及
び公益性のあるまちづくり活動を実施する地区に対し、ふる
さと納税を活用して支援

④ふるさとまちづくり
活動応援補助金

【地域活動団体指定型】地域コミュニティ活動を推進するた
め、住民による主体性があり、かつ、地域の個性を生かした
公共性及び公益性のあるまちづくり活動を行う団体に対し、
ふるさと納税を活用して支援

⑤クラウドファンディン
グ型ふるさと納税活
用事業補助金

【クラウドファンディング型】地域が抱える問題を改善し、地
域を発展させることを目的とした事業に対する、クラウドファ
ンディング型ふるさと納税を活用して支援

住民による地域自治を推進するため、多様な主体による協働のまちづくり推進指針に基づく協力・連携・
協働による仕組みの検討や自治会活動、地域自治振興に資する取組等を支援する。

地域住民の連帯感を醸成し、住みよい地域社会の実現に向けて、その基盤となる自治会運営の推進
を図るため、自治会活動等に対する交付金を交付する。
（自治会活動費、広報配布手数料、災害時避難所開設、自治会活動保険掛金等）

自治会の中心的な役割を担う区長の活動に要する費用を弁償するため、区長に対する報償金を支給
する。

　区長相互の連携の強化及び協力の推進により地域自治の振興発展に寄与するため、区長連絡協議
会及び地域区長会が実施する研修事業に対し支援する。

事業内容

4,900

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

①移住・定住サポート総合窓口の設置

②情報発信の強化

③与謝野町移住・定住アンバサダーとの連携した移住者交流会の開催

④体験教育旅行誘致事業の実施

⑤お試し移住体験事業の実施

（２）　移住者等への支援　

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 59-60

2010704 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 地域振興費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名

施策名 （施策3）まちの魅力を活かした移住・定住の促進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

8,665 4,750 0 14,250 805

中事業① 移住・定住総合サポート事業 中事業事業費（千円） 22,970 新規

（１）　移住・定住サポートと関係人口増大の取組み　

補　助　制　度 予算額 内　容

事業名 移住定住支援事業

総
合
計
画

事業目的 移住定住人口の増加を図る

予算額 28,470千円

与謝野町への移住促進及び地域の活性化を図るため、移住者等に寄り添った、移住から定住
までの各段階で必要な支援等を実施する。

移住者等に寄り添ったサポートを行うため、移住・定住を支援するワンストップ窓口として設
置している「移住・定住サポート総合窓口」を機能させ、空き家バンク事業による空き家紹介
だけでなく、移住・定住に関するさまざまな相談に対応し、移住者等を全面的にサポートす
る。

移住・定住関連のホームページや見やすくまとめた移住・定住パンフレット、町のSNS等を活
用して情報発信力を強化する。

移住・定住を促進するため、移住・定住アンバサダーによる移住者等に対する情報提供や
相談対応等の受入れ体制及び生活支援体制の整備を図り、歓迎する機運を醸成する。
移住者等や移住・定住アンバサダー等による情報交換行い交流を深めるとともに、その場
で出された意見等を移住定住施策の改善等に活用するため、移住者交流会を開催する。

　関係人口の拡大のため、旅行による体験教育を行う町外の学校に対し、宿泊施設及び
体験施設の利用促進を図る。

　移住・定住を促進するため、移住検討者に対し、町の風土や日常生活を体験するため
に一定期間居住する住宅を提供する。

➀子育て世帯移住定
住促進事業補助金

6,500
与謝野町への子育て世帯の移住定住を促進し、人口減
少の抑制と地域の活性化を図るため、子育て世帯の移
住者に対し、住宅取得費用等を支援

②空家活用移住促進
事業補助金

11,300
移住促進、空家の解消及び地域の活性化を図るため、
移住者等に対し、空き家バンク登録空家の改修費等を支
援

③結婚新生活支援事
業補助金【新規】

4,200
婚姻等に伴う経済的負担を軽減することで定住促進及び
少子化対策を図るため、新婚世帯等に対し、住宅取得費
用等を支援

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　空き家バンク協力仲介業者との連携強化

（２）　空き家バンク登録奨励金の交付　

空き家バンク制度への物件登録を促すため、登録奨励金を交付する。

（３）　空き家所有者への働きかけ

１　　趣旨・目的

２　　内容

①移住・定住促進及び与謝野駅周辺活性化活動の実施

中事業② 空き家流動化促進事業 中事業事業費（千円） 1,500 新規

中事業③ 地域と連携した移住支援事業 中事業事業費（千円） 4,000 新規

空き家の解消及び移住者向けの住家紹介、地域の活性化を図るため、空き家バンク制度の運
用を行う。

空き家バンク制度への物件登録を促すため、空き家バンクの運営に関する協力仲介業者との
情報共有等を密に行う。

空き家所有者に対し空き家バンクへの登録を勧奨するため、固定資産税通知書封筒へのチラ
シ封入等の直接的な働きかけを行う。

多様なニーズを持たれている移住検討者等に対し寄り添ったサポートを行うため、地域おこし
協力隊と地域団体と行政との連携による移住支援を実施する。

（１）地域おこし協力隊（個人事業主委託契約）による空き家の掘り起こし、移住相談、地域活
動・ＰＲの実施　

地域おこし協力隊と行政との委託契約書及び与謝野駅１００周年委員会と行政との覚書に
基づき、地域おこし協力隊と地域団体が連携し、与謝野駅周辺活性化及び移住・定住促進
活動を実施する。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）基幹業務システムサポート負担金（負担金）

（２）DXの推進

（３）各種機器更新

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 61-62

2011101 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 情報システム費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策3）未来を見据えた行財政運営 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 150 172,216

中事業① 電算システム管理運営事業 中事業事業費（千円） 172,366 新規

標準準拠システムであるTRY-X4の利用料・保守料等

更新時期が到来する各種サーバ、ネットワーク機器の更新を行う

事業名 電算システム管理運営業務

総
合
計
画

事業目的
情報の機密性、完全性、可用性を適正に維持し、また、多様化する事務処理へ対応することで、住民
サービスの向上を図る。

予算額 172,366千円

事業の目的を達成するため電算システムの導入、適切な維持管理を図る他、令和6年度に
策定した与謝野町行政DX推進計画に基づき、DXの取組みを推進する。

チャットサービス、生成AIを用いた業務効率化

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　有線テレビ施設の維持管理事業

スタジオ機器やサブセンター機器、光ケーブルなどの保守管理

スタジオ・サブセンター非常用発電機点検

有線テレビの加入者管理及び収納・納付書発行業務

非常用発電設備メンテナンス など

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 63-64

2011302 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 有線テレビ管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 61,856 39,005

中事業① 有線テレビ施設維持管理事業 中事業事業費（千円） 100,861 新規

事業名 有線テレビ施設管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 光ファイバー網を活用した情報インフラの維持管理を図る

予算額 100,861千円

光ファイバー網を活用した情報インフラの維持管理を図る。
有線テレビの安定的な施設維持に必要な機器更新や保守管理を行う。

事業内容

-18-



１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　有線テレビ施設の整備

有線テレビ引込工事

新規加入者宅へ町内指定電気事業者がＯＮＵ及びＦＭ告知器設置

新規加入者宅のＯＮＵ機器への光ケーブル引込工事

給食センター引込工事

岩滝・野田川サブセンタUPS更新

新規加入者宅等に設置するONU機器及びFM告知器の整備

ONU機器（20台）

FM告知器（20台）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 63-64

2011303 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 有線テレビ管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 4,469 3,525

中事業① 有線テレビ施設整備事業 中事業事業費（千円） 7,994 新規

事業名 有線テレビ施設整備事業

総
合
計
画

事業目的 有線テレビ宅内工事を実施し加入率の向上を図る

予算額 7,994千円

有線テレビ宅内工事を実施し加入者の増加を図る。
リース以外の機器更新を行う。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　自主番組の制作・放送事業

・自主放送番組

■制作番組 放送時刻…20:00をメインに再放送で当日の21:00、22:00、翌日9:00、12:15、15:00に放送

△制作番組。行政情報、イベント情報、行政からのお知らせCM、文字放送などを放送する。

・SNSによる情報発信

■YouTubeを活用した情報発信を行う。（他に公式Facebook、Instagramなどとも連携を図る）

YouTubeショート動画から与謝野町公式YouTubeチャンネル内の制作番組本編等に誘導する。

△ショート動画。動画1本あたりの再生時間は1分から2分程度、再生数は1～2万回程度（R7制作）

総合計画のテーマに沿い、地場産業、教育、子育て、農業、財政、DXなど様々な話題を発信する。

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 63-66

2011304 担当課 総務課

歳出費目 総務費 総務管理費 有線テレビ管理費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 105 18,727

中事業① 有線テレビ番組制作・放送事業 中事業事業費（千円） 18,832 新規

事業名 有線テレビ番組制作事業

総
合
計
画

事業目的 自主番組を制作し行政情報を発信する

予算額 18,832千円

 『見える、聞こえる、言えるまちづくり』の実現のため、行政情報を発信するなど、まちづくりへ
の関心を高めるために、自主番組を制作し、町民が知りたい情報をわかりやすく発信する。

地元の祭りをはじめとした各種イベント、小中高などの学校行事、また成人式や議会の生
中継などの番組放映を可能な限り継続しつつ、新たな情報の発信に務める。
テレビを見ない世代や有線テレビ未加入の方などに情報発信するためのツールとしてい
るYouTubeでの映像配信とSNSを活用したシティープロモーションを行う。

事業内容

＜おもな放送内容＞

　・制作番組

　・知っとコーナー

　・ふるさと情報
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

②日本交通（株）への運行委託

車両借上料（スズキエブリィワゴン2台、ダイハツタント2台、計4台）

損害保険料

（３）利用促進

高齢者を対象としたスマホ教室での広報周知

町内の施設や事業者等と連携したお試し乗車体験会の開催　等

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 65-68

2011602 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 地域交通対策費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 1,805 0 17,661 249

中事業① 地域内公共交通確保維持事業 中事業事業費（千円） 19,715 新規

①加悦地域支え合い交通運営協議会への運行委託

③配車・予約システムの運用

（２）車両リース等経費

事業名 地域内公共交通確保維持事業

総
合
計
画

事業目的 路線バス（幹線）から離れた地域に居住している住民の日常生活に必要な交通手段を確保する

予算額 19,715千円

支線的な公共交通として予約型乗合交通の持続可能な運行を行うことにより、路線バス（幹
線）から離れた地域に居住している地域住民の通院・買い物など日常生活に必要な移動手段
の確保・維持を図る。

（１）予約型乗合交通の運行、配車予約システムの運用

加悦エリア、与謝エリア、桑飼エリア、市街地エリアAを運行エリアとし、町のリース車両
（軽自動車両）を用いて、予約型乗合交通を週６日運行する

岩屋・市場エリア、山田エリア、石川エリア、市街地エリアA、市街地エリアBを運行エリア
とし、日本交通（株）のタクシー車両を用いて、予約型乗合交通を週６日運行する

予約型乗合交通の配車・予約システムの構築や管理、コールセンターの運営をSWAT 
Mobility Japan株式会社に委託する

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（２）高齢者片道上限200円レール事業

（３）その他負担金

・ 京都丹後鉄道利用促進協議会への負担金

・ 岩滝口駅前自転車置場借地料に係る負担金

・ 北近畿タンゴ鉄道生活交通改善事業計画に関する協議会への負担金

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 67-68

2011603 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 地域交通対策費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

45,263 0 56,300 35,140 4,587

中事業① 京都丹後鉄道利用促進事業 中事業事業費（千円） 141,290 新規

（１）KTR・WILLER TRAINS株式会社への支援

補助金名 金　　額 補助対象社 内　　容

事業名 京都丹後鉄道利用促進対策事業

総
合
計
画

事業目的 地域住民の日常の移動手段の確保・維持を図る

予算額 141,290千円

国、京都府・兵庫県、沿線自治体が協調して鉄道基盤の維持管理や経営支援、利用促進を行
うことにより、基幹公共交通である京都丹後鉄道の持続可能な鉄道運行の維持を図る。

KTRやWILLER TRAINS株式会社が行う鉄道運行に係る設備投資や経営に係る費用に対し
補助金を交付する

鉄道経営対策補助金 3,150千円
固定資産税の２分の１（電化・高速化分は全額）
を限度にした経営に対する補助（国庫対象外）

鉄道軌道輸送対策事
業費補助金

11,099千円
安全性向上に資する設備整備等の経費に対す
る補助（国庫対象外）

地域公共交通特定事
業補助金

90,526千円

鉄道事業再構築実施計画の認定を受けた、持
続可能性・利便性・効率性の向上に資する施設
整備に対する補助（国庫対象）

北近畿タンゴ鉄道支
援費基盤管理補助金

34,981千円 WILLER
安全運行に必要な基盤整備および維持に係る
経費に対する補助（国庫対象外）

合　　計 139,756千円

利用促進策として、丹後２市２町（宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町）に居住している65
歳以上の高齢者を対象に、丹鉄沿線内であれば片道200円を上限とする企画切符の販売を
行う。通常料金との差額分は自治体が負担する。

事業内容

KTR
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）与謝野駅の維持管理

（２）駅業務員（会計年度任用職員）の配置

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 67-68

2011604 担当課 企画財政課

歳出費目 総務費 総務管理費 地域交通対策費 作成責任者 課長　山口　崇

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 567 11,190

中事業① 与謝野駅舎管理運営事業 中事業事業費（千円） 11,757 新規

事業名 与謝野駅舎管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 鉄道の利用促進を図るとともに地域におけるコミュニケーションの場を作る

予算額 11,757千円

京都丹後鉄道の利用促進を図ると共に、地域におけるコミュニケーションの場を作るため、
駅業務員を配置して駅舎維持管理と券売業務を行う。

駅舎の快適な利用環境と、きれいで気持ち良いトイレ環境を維持するため、
駅舎の維持管理に係る光熱水費等を支出する他、清掃業務を地元自治会に委託して実施
する。

年間を通して午前６時から午後６時までの間、駅業務員１名を配置し、各種問合せへの対応
の他、改札、券売、乗り継ぎ案内や高齢者への介助等、駅利用者が安全で快適に利用でき
るよう様々なサービスを提供する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　多様性を尊重し合う共生社会づくりの推進

①多様性を尊重し合う共生社会づくり推進委員会の開催（全４回）

②多様性を尊重し合う共生社会づくり条例（仮）の制定

（２）　人権啓発の推進

①人権の花運動（市場小学校、与謝の海支援学校対象）

②人権啓発用品作成

③LGBTQ等性的少数者のためのメール相談

１　　趣旨・目的

人権意識向上のため、研修会等に参加する。

２　　内容

（１）　人権研修会への参加

人権啓発研究集会の参加

新入職員の人権研修の位置づけで毎年参加している。

（２）　人権擁護施策推進与謝地区実行委員会負担金の支出

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 81-84

3010103 担当課 住民税務課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　吉岡素子

分野名 （分野7）住民が主人公となるまち 分野名

施策名 （施策2）みんなが互いに認め合う風土づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 407 0 0 1,098

中事業① 人権啓発事業 中事業事業費（千円） 1,259 新規

中事業② 人権擁護施策推進与謝地区実行委員会業務 中事業事業費（千円） 246 新規

事業名 人権啓発事業

総
合
計
画

事業目的 町民が人権問題を正しく理解し、一人ひとりの人権が尊重される地域社会を目指す

予算額 1,505千円

人権尊重の普及啓発と、全ての人が年齢、性別等、国籍、障害の有無等にかかわらず多様
性を尊重し合う共生社会づくりの実現に向けた理解促進を図る。

伊根町と当町で構成する上記の実行委員会に負担金を支出し、研修会の参加費や旅
費として運用している。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 83-84

3010107 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 2,246

中事業① くらしの資金貸付事業 中事業事業費（千円） 187 新規

中事業② くらしとしごとの支援ネットワーク事業 中事業事業費（千円） 2,059 新規

事業名 生活困窮者等支援事業

総
合
計
画

事業目的 生活困窮者等の経済的自立及び生活意欲の促進を図る

予算額 2,246千円

病気その他の理由で生活の不安定な世帯に対し、くらしの必要な資金を貸し付けることによ
り、経済的自立及び生活意欲の促進を図ることを目的とする。

病気、その他の理由により生活が不安定な世帯に対し、相談を受け付けたり、生活資金の貸
付を行う。

ひきこもり傾向にある方や生活困窮者の情報共有等を定期的に行うことにより、有効な支援
につなげる。

事業内容

事業内容
ひきこもり傾向にある方の居場所や生活の支援をＮＰＯ法人等に委託する他、情報共有のた
めの支援会議を行う。
・居場所・生活支援を２団体に委託実施、内１団体には、就労定着に向けた支援を委託。
・委託先：労協センター事業団「ひととわ」、ＮＰＯ法人たんぽぽ与謝野
・支援会議の開催（年間６回）
・若年層で就労に結びつきにくい方、就職したものの中途退職してしまう方への就労定着支
援を行う。
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 85-86

3010115 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 118

中事業① ＤＶ被害者等緊急一時避難支援事業 中事業事業費（千円） 118 新規

事業名 ＤＶ被害者等支援事業

総
合
計
画

事業目的 DV被害者の安全を図る

予算額 118千円

配偶者からの暴力（以下「DV」という。）による相談に応じ、ＤＶ被害者等を一時的に避難させ
ることにより身辺の安全を確保することを目的とする。

①　ＤＶ被害者等の緊急避難のための相談支援と費用の支援
緊急一時保護の必要性（被害者の心身の健康状態や配偶者等からの追跡の恐れ、経済的
状況等を総合的に判断）が生じた場合は、町内福祉事業所に緊急一時保護を委託する。
なお、地理的条件を勘案し、町内事業所委託が適当でないと判断した場合で、逃避の必要性
がある場合は、宿泊費用等を支給する。

➁　ＤＶ保護命令申立てに係る支援、金銭的補助
保護命令を申し立てることとなった場合、自力での作成が困難で弁護士に事件開始手続きや
書類作成を依頼した場合の費用や申立て費用を支援する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 85-86

3010116 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 24 0 0 25

中事業① つながるこころささえる事業 中事業事業費（千円） 49 新規

事業名 つながるこころささえる事業

総
合
計
画

事業目的
ゲートキーパー講座や広報等を通じて、自殺予防対策を図るとともに、ハイリスクだと思われる自殺未
遂者へのアプローチを行う

予算額 49千円

こころに悩みをもつ方たちへのサポートや、住民に対して、自殺予防に関する啓発やゲート
キーパー養成を行うことにより、相互に支え合い、人と人との「つながり」が生まれる社会を目
指す。

相互に支え合い、人と人との「つながり」が生まれる社会を目指すため、こころに悩みをもつ方たち
へのサポートや、住民に対しての自殺予防に関する広報啓発を行う。
（１）自殺対策事業
①ゲートキーパー養成講座の実施（平成２４年度から実施し、令和７年度までに延べ３７０名受講
済）
②みんなで支えあう丹後こころの支援ネットワークや丹後保健所、医療機関等との連携を図り、自
殺未遂者へのフォローアップができるシステムを構築する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 85-86

3010117 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策1）健康・福祉を支える人財の育成と確保 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 600 600

中事業① 介護福祉士奨学金貸付事業 中事業事業費（千円） 1,200 新規

事業名 介護人材育成・確保支援事業

総
合
計
画

事業目的 持続可能な福祉人材の確保を図る

予算額 1,200千円

介護福祉士の雇用を充実させるため、本町で介護福祉士業務に従事しようとする方に対し、
修学に要する資金を貸与する。

介護福祉士資格取得のための専門学校等修学資金の貸付を実施。
卒業後、介護福祉士として町内の福祉事業所に３年間従事した場合は、貸付金の返還免
除。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）与謝野町成年後見制度利用促進協議会の開催（年４回）

（２）成年後見サポートセンターの運営※R4.4.1に福祉課に設置

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 85-88

3010120 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 267

中事業① 権利擁護支援体制整備推進事業 中事業事業費（千円） 267 新規

事業名 権利擁護支援体制整備推進事業

総
合
計
画

事業目的
住民一人ひとりが、生涯を通じ自らの意思が尊重され、権利が守られることで尊厳のある本人らしい
生活を継続することができるまちづくりを目指す

予算額 267千円

住民一人ひとりが、生涯を通じ自らの意思が尊重され、権利が守られることで尊厳のある本
人らしい生活が継続できるよう必要な支援を行う。（権利擁護支援に関する相談対応、人材
養成、成年後見制度等の諸制度利用に伴う支援）を行う。

専門職、地域の関係団体等が参画し下記内容について協議を行う。
権利擁護支援体制の検討
成年後見制度利用促進基本計画の策定（次期計画の策定※R9～R13）
成年後見サポートセンターの運営状況の評価、検討　等

権利擁護支援に関する相談対応
市民後見人等、権利擁護支援に関わる支援者の養成および活動支援
成年後見制度等の諸制度利用に伴う支援　等

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

支援内容

在宅療養で必要となる訪問介護・訪問入浴、福祉用具の貸与・購入について助成を行う。

※府補助：　訪問介護・訪問入浴、福祉用具貸与：基準額72,000円（月額）　補助率1/2

福祉用具購入：基準額90,000円（年額）　補助率1/2　

１　　趣旨・目的

２　　内容

※全年齢の方を対象（京都府補助基準は40歳未満）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 87-88

3010122 担当課 福祉課・保健課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 福祉課（矢野）・保健課（大上）

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 168 0 0 528

中事業① 若年がん患者在宅療養支援事業 中事業事業費（千円） 306 新規

支援内容 助成上限額（円）

訪問介護・訪問入浴

福祉用具貸与

福祉用具購入 90,000（年額）

中事業② がん患者アピアランスケア事業 中事業事業費（千円） 390 新規

対象 助成上限額（円） 補助率

ウィッグ、毛付き防止 30,000

補整下着 10,000

人工乳房 30,000

事業名 がん患者生活支援事業

総
合
計
画

事業目的
がん患者の経済的負担を軽減するとともに、社会参加を促進し、療養生活の質の向上を図ることを目
的とする

予算額 696千円

若年がん患者（１８歳以上４０歳未満の末期がん患者）で在宅療養を希望される方の経済的
負担を軽減する。
（４０歳以上は介護保険制度、１８歳未満は小児慢性特定疾病の医療費助成適用）

対象者
１８歳以上４０歳未満で、がんに罹患しており、医学的知見に基づき回復見込みのない状態で在宅
療養を希望される方（町内に住所を有する方）

72,000（月額）

がん患者の経済的負担を軽減するとともに、社会参加を促進し、療養生活の質の向上を図る
ことを目的として、見た目の変化をケアする医療用ウィッグ（かつら）、乳房補整具の購入の
一部を助成する。

がんと診断され、がんの治療を受けた方又は現に受けている方がウィッグ又は補整具等
を購入された場合、その購入費用を助成する。

１/２
乳房補整具

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 87-88

3010123 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

45,334 0 0 0 0

中事業① 物価高騰対応生活者支援事業 中事業事業費（千円） 45,334 新規 ○

事業名 物価高騰対応生活者支援事業

総
合
計
画

事業目的 物価高騰による高齢者の負担を軽減し、生活支援を図る

予算額 45,334千円

物価高騰が継続する中、食費等の生活費の負担が大きくなっている高齢者に対し、国の重点
支援地方交付金を活用し、登録された町内事業所で使用できる商品券を配付し、生活者支援
を図る。

事業内容

　・与謝野町の住民基本台帳に登録のある６５歳以上の町民に対し、１人当たり５，０００円の
商品券を配付する。（所得制限なし）
　・１枚の額面は、少額でも利用しやすいよう５００円とする
　・使用期間は令和８年７月～令和８年１２月末まで
　・対象人数　７，５１５人
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

①　障害者福祉ｻｰﾋﾞｽ利用者生活支援補助金・・・施設提供の食事代１食あたり100円を利用者に補助。

②　障害者福祉ｻｰﾋﾞｽ利用者生活支援事業者補助金・・・事業所の食事提供に係る物価高騰対策補助金。

１食当たり50円。

３　対象者等

・　町内に所在する障害福祉ｻｰﾋﾞｽのうち、生活介護、短期入所、施設入所支援、就労継続

支援B型、共同生活援助の事業所（法人）及びその利用者で当町の住民の方。

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 87-88

3010124 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

11,565 0 0 0 101

中事業① 障害者福祉サービス利用者生活支援事業 中事業事業費（千円） 11,666 新規 〇

事業名 障害者福祉サービス利用者生活支援事業

総
合
計
画

事業目的 障害者福祉施設利用に係る実費費用について助成することで、利用者の生活状況の改善を図る

予算額 11,666千円

物価高騰対応に係る障害者に対しての生活支援として、障害福祉ｻｰﾋﾞｽを利用する障害者
の食事代実費負担分の一部について助成する。また、食材費等が高騰する中、定額で利用
者に食事を提供する障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所に対し、食事提供回数に応じて補助金を支出す
る。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

障害者に関する町民の理解を深めるために、啓発活動を実施する。

２　　内容

（１）障害理解促進啓発事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）スポーツレクリエーション活動委託事業

スポーツ・レクリエーション教室の開催、障害者スポーツ大会の開催、研修会・講習会

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）成年後見制度利用支援事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 89-92

3010203 担当課 福祉課・子育て応援課

歳出費目 民生費 社会福祉費 障害福祉費 作成責任者 福祉課（矢野）・子育て応援課（坪倉）

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

6,321 3,159 0 0 19,941

中事業① 障害理解促進啓発事業 中事業事業費（千円） 40 新規

中事業② スポーツレクリエーション活動委託事業 中事業事業費（千円） 150 新規

中事業③ 成年後見制度利用支援事業 中事業事業費（千円） 416 新規

事業名 地域生活支援事業

総
合
計
画

事業目的 障害児・者の地域における自立した生活と社会参加を図る

予算額 29,421千円

障害者週間（12月3日～9日）に合わせて町内で、周知啓発活動を行う。
取組①自主製品等の物品販売
取組②「障害者団体等による作品展示会」12/3～9　加悦庁舎玄関ロビー
取組③「啓発物品の配布」100セット　12/3～9　各庁舎窓口
取組④「啓発CM（KYT）」12/3～9　午後8時（定時放送）障害者週間の趣旨、目的をナレー
ションを入れ放映。

スポーツレクリエーション事業の実施を与謝野町障害者福祉会に委託し、障害者の社会参加
促進を図る。

成年後見制度を利用したくても、申立て費用や後見人の報酬を支払えないなど様々な理由で
利用できない方に対して、町が費用を負担する。

障害（知的障害、精神障害等）により、判断能力が十分でない方が不利益を被らないよう
にするために、成年後見制度の利用を支援する。（家庭裁判所への申立て、報酬費用の
助成）

事業内容

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）手話通訳者設置事業

（２）手話通訳者派遣事業

１　　趣旨・目的

障害者に対し、自立生活支援用具等の日常生活用具を給付する。

２　　内容

（１）身体障害者等日常生活用具給付事業

１　　趣旨・目的

聴覚障害者のコミュニケーション支援に関する支援者養成を目的とする。

２　　内容

（１）手話奉仕員養成研修委託事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）地域生活サポート事業

中事業④ 手話通訳者設置・派遣事業 中事業事業費（千円） 6,947 新規

中事業⑤ 身体障害者等日常生活用具給付事業 中事業事業費（千円） 6,855 新規

中事業⑥ 手話奉仕員養成研修委託事業 中事業事業費（千円） 394 新規

中事業⑦ 地域生活サポート事業 中事業事業費（千円） 6,728 新規

手話通訳者を設置し、聴覚に障害のある方の生活相談等を行う。また同センターにおいて、
聴覚に障害のある方の通院や行事等外出の際に通訳者等を派遣する。

与謝郡聴覚言語センターに聴覚障害者等が生活相談等できるよう手話通訳者を設置
伊根町と与謝野町で共同し、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会へ委託

聴覚障害者等が通院や外出の際に与謝郡聴覚言語障害センターから手話通訳者を派遣
する費用
伊根町と与謝野町で共同し、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会へ委託

障害者等の日常生活上の困難を改善するための用具（ストマ用装具、入浴補助用具、移
動・移乗支援用具等）

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため、手話奉仕員養成事業（基礎
課程）を宮津市、伊根町及び与謝野町で協定書を結び社会福祉法人京都聴覚言語障害
者福祉協会に委託し実施する。

障害福祉サービスを補うための地域生活支援事業で「日中一時預かり」「移動支援」「生活支
援」「入院時コミュニケーション支援」を実施する登録事業所に補助金を交付する。

障害福祉サービス向上のための支援を実施している事業所に対する支援
移動支援　
日中一時支援　
生活支援　
入院時コミュニケーション支援　
利用内容に関わらず、累計時間が180時間まで無料。180時間を超えた場合、サービスに
要した額の１割を利用者が負担する。

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）訪問入浴サービス事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）精神障害者デイサービス事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）難聴者支援

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）精神障害者等サロン事業

精神障害者が集団で過ごす経験を実施するサロンを開催

中事業⑧ 訪問入浴サービス事業 中事業事業費（千円） 3,359 新規

中事業⑨ 精神障害者デイサービス事業 中事業事業費（千円） 982 新規

中事業⑩ 難聴者支援事業 中事業事業費（千円） 70 新規

中事業⑪ 精神障害者等サロン事業 中事業事業費（千円） 2,850 新規

身体障害等のため家庭で入浴することが困難な方に対して、健康回復と福祉の向上を図る
ことを目的として、入浴車派遣の支援を行う。

入浴者派遣サービスを委託
委託先法人　2法人
実利用人数　4人

精神障害者等の地域生活を支援するため、日常生活上必要な訓練・指導を、社会福祉法人
みねやま福祉会に委託し実施する。

障害者が日常生活を営むための訓練を実施
精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療（精神通院）受給者証の両方を所持されている
方を対象に、日常生活上必要な訓練・指導や、社会復帰に関する活動に対する情報提
供、社会との交流促進活動等を実施。

聞こえにくい方を対象に、個別相談や聴力測定等を実施するため、（福）京都聴覚言語障害
者福祉協会に委託し実施する。

難聴者への個別相談等を実施
聞こえの相談会　
野田川会場（野田川わーくぱる）、岩滝会場（与謝郡聴覚言語障害センター）、加悦会場
（加悦保健センター）で、言語聴覚士と与謝郡聴覚言語障害センター職員による個別相
談、聴力測定、聞こえと補聴器相談等を実施。
難聴者教室　
聞こえのミニ講演やレクリエーションを実施。

精神障害者等が自宅以外の場所で小集団で過ごす経験ができる機会や居場所を提供する
ため、社会福祉法人よさのうみ福祉会に事業を委託し実施する。

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　巡回相談事業

（２）　研修会開催

中事業⑫ 専門職巡回相談事業 中事業事業費（千円） 630 新規

子どもの健全育成のため、心理発達を専門とする相談員が保育教育現場で巡回相談等を実
施する。

保育所・こども園などに相談員を派遣し、様々な要因により集団生活の不適合、社会性の
未発達等、発達の気になる子どもに対し、①保育所・こども園への巡回②発達検査③保護
者面談の支援を行う。

保育士等に対し、相談員や外部講師による、こどもの発達や療育に関する研修を行う。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）職場実習を受け入れる事業所への支援

（２）職場実習の支援を行う事業所への支援

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）清掃業務等を事業所に委託

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 91-92

3010207 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 障害福祉費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 195

中事業① 障害者職場実習奨励金支給事業 中事業事業費（千円） 60 新規

中事業② 障害者就労応援事業 中事業事業費（千円） 135 新規

事業名 障害者就労支援事業

総
合
計
画

事業目的 障害者の一般就労への可能性を高める

予算額 195千円

障害のある方を実習生として受け入れる事業所及び実習の支援を行う事業所に対し、奨励
金を支給する。

障害のある人の職場体験の機会拡大と、就労能力の向上を支援。
障害者1人につき1日当たり（2時間以上を1日として算定）4,000円、同一障害者の職場実
習に対して、同一年度内で通算10日間を限度とする。

障害のある人の職場体験の機会拡大と、就労能力の向上を支援。
職場実習1日当たり（2時間以上を1日として算定）2,000円、同一障害者の職場実習に対し
て、同一年度内で通算10日間を限度とする。

障害者の就労経験のための機会を設けることで、将来の企業等への就職に向けた支援を行
う。

町所管施設における清掃業務等を社会福祉法人に委託し、町施設での清掃や除草等の
就労経験を通じて職業能力の向上を支援する。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　障害児通学支援事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 93-94

3010212 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 社会福祉費 障害福祉費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

2,345 1,172 0 0 1,174

中事業① 障害児通学支援事業 中事業事業費（千円） 4,691 新規

事業名 障害児通学支援事業

総
合
計
画

事業目的
聾学校に通う聴覚障害児に対して、通学の際に支援員を派遣することにより、保護者の負担軽減と児
童の自立を促す

予算額 4,691千円

聾学校に通う聴覚に障害のある児童に対し、公共交通による通学時に支援員を派遣する目
的がある。

京都府聾学校舞鶴分校に通う聴覚に障害のある児童に対し、公共交通（鉄道）による通
学の際に、行動の補佐等を行う支援員を派遣することで、保護者の負担軽減と児童の自
立を促す。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

長寿の節目を迎えられた方に祝品を贈り、敬愛の意を伝える。

２　　内容

（１）　長寿祝事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　敬老会事業補助金事業　　地域での敬老事業開催に対する補助金交付

地区対象者数に応じた定額補助額

1～100人　1万円、101～200人　2万円、201～300人　3万円、301～400人　4万円、

400人以上　5万円

参加者補助　1人当たり1,500円を上限

※参加者数は、対象者数の30％見込み（A・B区想定：岩滝地域）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 93-96

3010305 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 高齢者福祉費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 3,130 0

中事業① 長寿祝事業 中事業事業費（千円） 1,852 新規

中事業② 敬老会事業 中事業事業費（千円） 1,278 新規

事業名 敬老事業

総
合
計
画

事業目的 高齢者の長寿を祝い、敬老思想の高揚を図る

予算額 3,130千円

喜寿・米寿・新100歳・101歳以上に長寿祝品を贈呈
・喜寿＠2,395円×401人＝960,395円
・米寿＠3,300円×174人＝574,200円
・新100歳＠5,500円×22人＝121,000円
・101歳以上＠1,100円×60人＝66,000円

高齢者の長寿を祝い、長年にわたる社会貢献に対して感謝するとともに、敬老の思いの高
揚を図るため、地域主体で実施される敬老事業に要する経費に対し補助金を交付する。

事業内容

事業内容
地区 Ｒ7対象者数 R8対象者数 参加者数 定額補助 参加者補助 計

加悦奥区 191 197 59 20,000 88,500 108,500
後野区 187 201 60 30,000 90,000 120,000
滝区 120 124 37 20,000 55,500 75,500
温江区 141 143 43 20,000 64,500 84,500
明石区 234 235 71 30,000 106,500 136,500
香河区 26 29 9 10,000 13,500 23,500
岩屋区 346 344 103 40,000 154,500 194,500
幾地区 247 263 79 30,000 118,500 148,500
四辻区 258 274 82 30,000 123,000 153,000
A区 167 174 52 20,000 78,000 98,000
B区 222 233 70 30,000 105,000 135,000

計 2,139 2,217 665 280,000 997,500 1,277,500
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

R3.5.14 【厚労省通知】「認知症伴走型支援事業の積極的な活用について」（自治体宛て）

別添1 認知症高齢者や家族に対する伴走型支援拠点の整備の推進

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 95-96

3010313 担当課 福祉課

歳出費目 民生費 社会福祉費 高齢者福祉費 作成責任者 課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

750 0 0 0 750

中事業① 認知症伴走型支援事業 中事業事業費（千円） 1,500 新規

事業名 認知症総合戦略推進事業

総
合
計
画

事業目的 認知症伴走型支援拠点を設置し、認知症の人やその家族の支援体制の充実を図る

予算額 1,500千円

認知症の人とその家族に対する専門的な相談・助言等を行う認知症伴走型支援拠点を設置
することで、認知症の人やその家族の支援体制の充実を図る。

事業内容

●相談窓口を町内の認知症に特化した施設に設置し、休日も対応可能な体制を図る。
●認知症ケアに携わる職員が、日常的な生活相談や効果的な介護方法などの助言を行い、
介護者の精神的・身体的負担の軽減や不安解消につなげる。
●認知症地域支援推進員や地域包括支援センター等の地域の関係機関と連携し、認知症
に関する相談への助言や認知症ケアパスの作成、地域包括ケア会議への参加等の認知症
施策に関する取組の実施。
●保健・医療・介護・福祉の専門職、地域で認知症の状態にある方を支える活動をされてい
る団体等からも認知症にかかる専門相談を受け付ける。
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　学童保育所の運営

安定的な学童保育体制の構築と待機児童の縮小を図る。

①利用定員

加悦学童保育所 ８０名

岩滝学童保育所 ８０名

三河内学童保育所 ３０名 （＋１５名）

市場学童保育所 ３０名

市場第二学童保育所 ２０名

山田学童保育所 ３０名

石川学童保育所 ４０名 （＋２０名）

利用定員合計　３１０名（令和７年度比：＋３５名）

②保育時間（延長保育を廃止し終了時間を午後６時３０分までに変更）

通常期（学校休業日を除く月曜日～金曜日）

学校終業後から午後６時３０分まで

土曜日、長期休業期間（春・夏・冬休み）及び振替休日

午前７時４５分から午後６時３０分まで

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 99-102

3020102 担当課 社会教育課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

22,075 22,075 0 14,989 20,051

中事業① 学童保育管理運営事業 中事業事業費（千円） 79,190 新規

事業名 放課後児童健全育成事業

総
合
計
画

事業目的 放課後等における児童の適切な保育を図る

予算額 79,190千円

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、適切な校外生
活の場を提供するとともに、健全な育成を図る。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）子育て支援医療事業

【現在の助成方法】　令和8年３月まで

【令和８年4月診療分からの助成方法】

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 101-102

3020105 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策1）新たな命の誕生を応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 23,204 0 0 34,485

中事業① 子育て支援医療事業 中事業事業費（千円） 57,689 新規

事業名 子育て支援医療事業

総
合
計
画

事業目的 子育て家庭の医療に係る経済的な負担を軽減し、乳幼児及び児童の健康の保持を図る

予算額 57,689千円

次代を担う子どもの健康の保持・増進を図るため、子どもの医療費を支給することにより、
健やかに子どもを産み育てる環境づくりを進める。

R6年度から町においてさらに制度拡充し、高校生（相当年齢者）も対象とし、拡充分につ
いては、一旦利用者が医療機関等で自己負担額分を支払い、町に申請していただくことで
差額を支給する（償還払い）としていたが、利用者の負担軽減を図るため、令和8年度より
高校生相当年齢に対し受給者証を発行する。

事業内容

 
中学校卒業まで 

（0～15歳） 

高校生相当年齢 

（16～18 歳） 

入院・通院 
200 円/1 医療機関/月 

受給者証を提示 

200 円/1 医療機関/月 

子育て応援課で助成 

 中学校卒業まで 

（0～15歳） 

高校生相当年齢 

（16～18 歳） 

 

入院・通院 
200 円/1 医療機関/月 

受給者証を提示 

200 円/1 医療機関/月 

受給者証を提示 
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）産後ケア事業（産後間もない時期でのうつ等の予防のための事業）

（２）妊婦等包括相談支援事業（ハローベビープロジェクト）

（３）子育て支援センターを会場とした相談事業

（４） 妊婦のための支援給付交付金事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 101-104

3020107 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策1）新たな命の誕生を応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

13,684 2,191 0 12,700 102

中事業① こども家庭伴走型相談支援事業 中事業事業費（千円） 28,677 新規

事業名 こども家庭伴走型相談支援事業

総
合
計
画

事業目的 子育て世代が地域で安心して妊娠、出産及び子育てができる環境を目指す

予算額 28,677千円

「子育てするならこのまちで」を子ども・子育て支援事業計画の基本理念とし、子育て世代が
地域で安心して妊娠、出産及び子育てができる環境を実現するために、妊娠期から就学後
の子育て期にわたる切れ目のないきめ細やかな支援を提供する。

①ショートステイ型：委託先に宿泊し、授乳指導等を受けたり休息を図る。
 　　　　　　　　　　　　府内里帰り先でも利用可能。
②デイサービス型：個別：日中の間、休息等を目的として利用。
③デイサービス型：集団：子どもを預け、助産師等への相談、休養をとるために利用。
④アウトリーチ型：助産師が利用者宅へ訪問しての相談支援。

妊娠届出時、妊娠8か月頃、産後1か月頃を目安に保健師や助産師等と面談を行う。
ハローベビープロジェクト事業として、妊娠8か月で夫婦での面談を実施し、妊娠初期から
出産、子育てに向けての夫婦それぞれの気持ちを面談を通して言語化し、気持ちの整
理、今後の検討事項や利用できるサービスの確認を行い支援計画（ハローベビー計画書）
を作成し手交する。また、夫婦で面談を受けた方へは離乳食食器と木製スプーンを生後5
か月で贈呈。産後の面談は赤ちゃん訪問で実施する。

保健師や栄養士、歯科衛生士、助産師が対応しての相談事業。会場を子育て支援セン
ターとすることで健診場面とは違った雰囲気の中、対象者にとって気軽に相談できる場所
として実施している。YOSANOプレママｃａｆé（年12回）、助産師相談日（年6回）、保健師相
談日（年12回）、栄養士相談日（年6回）、歯の相談室（年6回）

妊婦への経済的な支援として、妊娠した人に5万円、妊娠している子どもの数１人当たり5
万円の支援金を支給する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

発達障害等が疑われる年中児とその保護者に対し、就学を見据えた支援を行う。

２　　内容

（１）年中児発達サポート事業

（２）ソーシャルスキルトレーニングの実施・ほめかた教室

【Tsunagl e（つなぐる）事業】

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 103-104

3020108 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

422 211 0 257 907

中事業① 年中児発達サポート事業 中事業事業費（千円） 899 新規

中事業② 子ども・子育て家庭孤独孤立対策事業 中事業事業費（千円） 898 新規

事業名 児童発達支援事業

総
合
計
画

事業目的 発達障害の早期発見、支援提供により、円滑な就学と保護者の育児不安の軽減を図る

予算額 1,797千円

保護者へ事業の説明会を実施し、健康調査票を配布して記入を依頼する。入力した調査
票を基にサポートが必要と判断された年中児について支援等を実施する。

小集団で、ロールプレイを見たり、ルールのある遊びや運動遊びを通して、協力する力、
楽しさや約束を守る大切さ、自分の思いを表現する力（社会性）を学ぶ。

子ども・子育て家庭における孤独・孤立の未然防止、早期発見並びに適切な支援を図る。

事業内容

事業内容

与謝野町子ども・子育て家庭孤独・孤立対策連携支援委員会：Tsunagl e委員会
与謝野町子ども・子育て家庭孤独・孤立対策連携支援委員会個別支援会議：Tsunagl e会議

※医療につなぐ
※訪問看護につなぐ
※関係機関につなぐ
※児童精神科医による医療的助言など、医療的視点でのアプローチ（医師等による相談・訪
問）及びケア（訪問看護等）を含む、相談・指導助言・各支援機関等への連携調整を行う。
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　児童・家庭相談事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　生活困窮世帯等に属する子どもの学習支援・生活支援事業

１　　趣旨・目的

母子寡婦福祉連合会に対し、活動支援や会員の福利厚生のための補助や貸付を行う。

２　　内容

（１）　母子寡婦福祉連合会補助金

（２）　母子福祉資金貸付金

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 105-106

3020110 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

3,108 4,601 0 600 4,502

中事業① 児童・家庭相談事業 中事業事業費（千円） 4,072 新規

中事業② 生活困窮世帯等に属する子どもの学習支援・生活支援事業 中事業事業費（千円） 4,924 新規

中事業③ ひとり親福祉事業 中事業事業費（千円） 790 新規

事業名 家庭支援事業

総
合
計
画

事業目的 子育てのしやすい地域環境をつくるため、こども・家庭に応じて各種の支援と連携の強化を図る

予算額 12,811千円

子どもの健全育成のため、不登校や発達障害、子育てに対する不安等のある児童・保護者
を対象とした相談機関(通称：ｸﾛｰﾊﾞｰﾙｰﾑ )を設置する。

臨床心理士１名、元教員２名、精神保健福祉士１名の計４名体制で、学校等から紹介を受
けた児童、保護者に対してカウンセリングや指導、発達検査等を行う（令和６年度は臨床
心理士１名、元教員２名の３名体制）
0～18歳の児童を対象に実施

ひとり親家庭等の生活困窮世帯や養育困難家庭の子どもに対し、居場所型・アウトリーチ型
での学習や生活支援を行う

ひとり親家庭や養育困難家庭、経済的困窮家庭の子どもに対し、基本的な生活習慣の習
得や軽食の提供を行うことにより、生活に困窮する家庭の子どもの生活向上を図り、教員
退職者等により等しく学習の機会を与えること、また、信頼できる大人との関わりを持つこ
とで自己肯定感を高め、貧困や虐待の連鎖を断ち切り、自律・自立できるよう支援する。

ひとり親家庭の親子のふれあいとひとり親家庭相互の交流を深めるための与謝野町母子
寡婦福祉会（父子含む）活動事業の推進を図るため、活動費補助金の交付を行う。
また、事業内容の広報等を実施して活動内容の周知を図る。

母子寡婦福祉会が実施するひとり親家庭への小口貸付資金の貸し付けのための原資（資
金）の提供を行う。

事業内容

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

家賃負担が増大したひとり親家庭に対し、対象者１人につき１回、給付金を支給する。

２　　内容

（１）　ひとり親家庭住居費支援事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　子育て短期支援事業

１家庭の児童１人に対し、１回あたり最大７日間のショートスティができる。

１　　趣旨・目的

安心して子育てができる環境を整備し、地域の子育てを支援する目的がある。

２　　内容

（１）　ファミリーサポートセンター事業

１　　趣旨・目的

ひとり親家庭に対し、養育費に関する公正証書等の作成に要する経費を補助する。

２　　内容

（１）　ひとり親家庭養育費確保支援事業

中事業④ ひとり親家庭住居費支援事業 中事業事業費（千円） 180 新規

中事業⑤ 子育て短期支援事業 中事業事業費（千円） 195 新規

中事業⑥ ファミリーサポートセンター事業 中事業事業費（千円） 2,500 新規

中事業⑦ ひとり親家庭養育費確保支援事業 中事業事業費（千円） 150 新規

離婚等による転居、転入、父母の別居等により、家賃の負担を余儀なくされたひとり親家
庭の生活基盤の安定のため、公営住宅等の入居を希望したが、入居に至らなかったひと
り親家庭に対して、入居を希望した公営住宅等家賃と民間住宅等家賃の差額相当につい
て、ひとり親家庭住居費支援給付金を支給する。
支援実施期間中に公営住宅等募集等に関する情報提供等、住居に関する相談に応じる。

保護者の疾病その他の理由により、家庭において児童を養育することが一時的に困難となっ
た場合に、乳児院等児童養護施設に委託して、一定期間養育等を行うことにより、児童及び
その家庭の福祉の向上を図る。

こども園、保育所、幼稚園、小学校等（以下「こども園等」という。）の開始時間まで及び終
了時間後に子どもを預かる。こども園等までの子どもの送迎を行うなど、親等の子育ての
サポートを行う。

養育費の取決めに要した経費のうち、弁護士に依頼した公正証書等作成手数料、公証人
手数料、家庭裁判所の調停申立てに要する収入印紙代及び郵便切手代について補助す
る。

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

１　　趣旨・目的

虐待通報者が、いつでも相談できるよう、専用回線を設ける。

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 105-106

3020111 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

147 0 0 0 145

中事業① 要保護児童対策地域協議会事業 中事業事業費（千円） 257 新規

中事業② 虐待ほっとライン 中事業事業費（千円） 35 新規

事業名 児童虐待・ＤＶ対策事業

総
合
計
画

事業目的 要保護児童や要支援児童、特定妊婦、その家族の安定した生活を目指す

予算額 292千円

要保護児童対策地域協議会の調整機関の職員体制や専門性強化を図り、京都府関係機
関とも連携、協働し、要保護児童や要支援児童、特定妊婦、その家族の安定した生活を
目指す。

職員が携帯電話を保持することで役場閉庁時であっても繋がる用にすることにより、虐待通
告やDV等の緊急を要する事案に応じる。

事業内容

要保護児童地域対策協議会を設置し、協議会構成機関の代表者会議や実務者会議を開
催する。京都府福知山児童相談所をはじめとする関係機関との連携を図り、必要に応じて
個別ケース検討会議を開催し、ケース対応方針決定のため、児童相談所等関係機関で協
議をする。
児童虐待対応職員の対応力強化を図るため、研修に参加する。また、実務者会議等各種
会議の際に京都府から派遣の児童虐待防止アドバイザーによるレクチャーを受ける。
個別ケースへの対応のために各関係機関と調整する。そのほか、児童相談所からの依頼
に応じ、訪問や面談等協働して行う。

【業務効率化等を図るDX推進の庁内モデル事業】
要保護児童対策地域協議会事務において、紙による膨大な資料を削減し、業務改善をす
るため、当初5年間は無償利用が可能であるサイボーズ社のKintoneの令和8年度内の導
入に向けてサイボーズ社との協議、アプリの構築、関係機関への協力要請を行う。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）野田川地域認定こども園新築工事設計業務委託

令和６年度から引き続き、こども園建築設計業務（実施設計）を行う。

（R６～８債務負担行為）

（２）木材調達コーディネート業務委託

令和７年度から引き続き、木材調達コーディネート業務を行う。

（R７～９債務負担行為）

（３）旧石川保育所解体工事

令和７年度から引き続き、旧石川保育所の解体工事を行う。

（４）こども園敷地造成（その２）工事

令和７年度から引き続き、敷地造成工事を行う。

（５）施設整備事業スケジュール

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 111-112

3020204 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 233,300 3,894 504

中事業① 認定こども園施設整備事業 中事業事業費（千円） 237,698 新規

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

事業名 認定こども園施設整備事業

総
合
計
画

事業目的 与謝野町内における就学前保育環境の格差解消と安定的な環境の提供

予算額 237,698千円

就学前教育・保育環境の格差を解消するため、与謝野町子ども・子育て支援事業計画及び
与謝野町立（仮称）野田川地域認定こども園整備基本計画に基づく、野田川地域における認
定こども園の新園舎を整備する。

建築設計

造成・解体工事

こども園建設工事

木材調達

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 113-114

3020213 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策3）地域ぐるみの子育て力の向上 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

2,100 0 0 2,100 0

中事業① キッズステーション事業 中事業事業費（千円） 4,200 新規

実施主体

実施場所

事業名 キッズステーション事業

総
合
計
画

事業目的 こどもたちの地域での居場所をつくる

予算額 4,200千円

地域において子育てを行うため、子ども（小学生）を対象とした居場所づくり、遊び場づくり、
地域住民との触れ合いの場づくり等の拠点の設置を行う団体等を支援する。

キッズステーション名 実施期間 内　容

岩屋キッズステーショ
ン

岩屋区 学校長期休暇
期間中
（09：00～17：
00）

あそび、宿題、映画上映、アクセサ
リーづくり等

岩屋地区公民館

アドキッズステーショ
ン

海の京都アドラー
月2～3回

（9：00～16：00）
食と木育を中心に自然体験を織り
交ぜた発見や学びの場を提供

男山地区

キッズステーション
にこちゃん

一般社団法人
satoyama にこちゃ
ん 毎週　月・水曜

日
地域における下校後の子どもたち
の見守り

加悦奥地区

温江キッズステーショ
ン

温江区 下校後
（15：30～18：

00）

地域における下校後の子どもたち
の見守り

温江地区公民館

幾地キッズステーショ
ン

幾地区 学校長期休暇
期間中
（09：00～17：
00）

子どもが自由に利用できる地域に
おける安全・安心な居場所の提供

幾地地区公民館

四辻キッズステーショ
ン

四辻区 学校長期休暇
期間中
（09：00～17：
00）

子どもが自由に利用できる地域に
おける安全・安心な居場所の提供

四辻地区公民館

キッズステーション
ひより

与謝郡福祉会 下校後
（15：30～18：

30）

地域における下校後の子どもたち
の見守り男山コミュニティセ

ンター

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 113-114

3020215 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

37,154 12,818 0 5,500 7,318

中事業① 民間保育施設運営事業 中事業事業費（千円） 62,790 新規

事業名 民間保育施設運営事業

総
合
計
画

事業目的 保育を必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身の発達を図ることを目的とする

予算額 62,790千円

民間保育施設の保育環境を整備することにより、児童の安全確保と福祉増進を図ることで、
施設を利用する児童が健やかに成長するよう支援する。

町立こども園では受け入れをしていない１０ヶ月に達していない低年齢児（生後２ヶ月～）の
受け入れや多様化する保育ニーズへの対応等、町内の教育・保育基盤を支える民間保育施
設に対し支援を行う。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　○○○事業乳児等通園支援

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 113-114

3020216 担当課 子育て応援課

歳出費目 民生費 児童福祉費 児童福祉施設費 作成責任者 課長　坪倉由貴

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名

施策名 （施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

624 0 0 180 46

中事業① 乳児等通園支援事業 中事業事業費（千円） 850 新規 ○

事業名 乳児等通園支援事業

総
合
計
画

事業目的 全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境の整備を図る

予算額 850千円

未就園の子どもに集団生活の機会を提供し、同年代の子ども同士の触れ合いなど、家庭で
は得られない経験や、家族以外の人と関わる機会を通じて、子どもの健やかな育ちを応援す
る。

こども一人当たり月１０時間を上限に、０歳６か月から満３歳未満（３歳の誕生日の前々
日）の児童に対し、保育所等に通園できる環境を提供するもの。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

地域医療の安定、充実を図るために必要な医師・看護師・医療従事者の確保を目指す。

２　　内容

①医師確保事業

奨学金　150千円/月 ※「貸与期間＋3年」の勤務により返還免除

②看護師確保事業

奨学金　1,000千円/年　※貸与期間の勤務により返還免除

③医療技術職員確保事業

補助額　30千円/月を上限

補助期間　最大120月

医療技術職　

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 115-116

4010103 担当課 保健課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 作成責任者 課長　大上寛起

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策1）健康・福祉を支える人財の育成と確保 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 7,690

中事業① 地域医療人材確保事業 中事業事業費（千円） 7,690 新規

事業名 地域医療人材確保事業

総
合
計
画

事業目的 地域医療の安定、充実を図るために必要な医師・看護師・医療従事者の確保を目指す

予算額 7,690千円

宮津市・伊根町・与謝野町での共同事業　※下記の経費について、均等割10％、人口割90％
で1市2町で負担

府立医科大学附属北部医療センターに勤務する意志を有する専門研修・臨床研修中の医
師及び医学課程に在学する学生に対し、研修や修学に要する資金を貸与する。

府立医科大学附属北部医療センターに勤務する意志を有する看護師養成学校に在学する
学生に対し、奨学金を貸与する。

府立医科大学附属北部医療センターに医療技術職として就業する方が返還する奨学金の
一部を補助する。※R5年度開始（R5.4.1以後の職員募集により採用された方を対象）

薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
技能訓練士、栄養管理士、歯科衛生士

事業内容

-52-



１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）A類疾病（主に乳幼児から高校生。努力義務。集団予防に重点をおき、自己負担金なし。）

（２）B類疾病（国が定める高齢者、努力義務なし。個人予防に重点をおき、自己負担金あり。）

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 115-118

4010201 担当課 保健課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 予防費 作成責任者 課長　大上寛起

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策2）元気な体づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 31,000 54,651

中事業① 予防接種事業 中事業事業費（千円） 85,651 新規

種目　　　　　　　　 接種費用 自己負担額 備　考

高齢者肺炎球菌 11,429 4,000

帯状疱疹（生ワクチン） 8,459 3,000 生ワクチンか組換えワクチンを選択して接種

帯状疱疹（組換えワクチン） 21,659 7,000 組換えワクチンは、２回接種が必要

高齢者インフルエンザ 5,242 1,500

新型コロナウイルス 15,609 5,000

※生活保護世帯はすべて無料

事業名 予防接種事業

総
合
計
画

事業目的
感染予防・重症化防止及び疾病の発生やまん延を防止し、住民の健康を保持増進できる状態の継続
を目指す

予算額 85,651千円

予防接種法に基づく各種予防接種を実施。町指定医療機関もしくは、広域予防接種委託
医療機関にて個別接種で実施。 

BCG、五種混合、B型肝炎、小児用肺炎球菌、ヒブ、ロタ、MR（麻しん風しん）、水痘、日
本脳炎、二種混合、子宮頸がんワクチン、RSウイルスワクチン（令和8年4月定期接種
化）

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

対象者：　生活保護受給者及び、後期高齢者医療被保険者（75歳以上）

対象健診項目：

１　　趣旨・目的

２　　内容

国が定める

がん検診　→

　町独自　→

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 117-118

4010202 担当課 保健課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 予防費 作成責任者 課長　大上寛起

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策2）元気な体づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 639 0 33,682 19,357

中事業① 特定健診受診推進事業 中事業事業費（千円） 11,177 新規

中事業② がん検診受診推進事業 中事業事業費（千円） 37,554 新規

検診項目 検診項目

肺がん

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

前立腺がん 55歳以上男性

骨粗鬆症検診 20～70歳女性

肝炎ウイルス検診（生涯1回） 40～70歳

事業名 健康診査事業

総
合
計
画

事業目的 健診（検診）受診者を増やし、疾病の早期発見につなげることを目指す。

予算額 53,678千円

健康増進法により経費の一部を国費負担の上で、町が実施することとされており、受診者か
ら一部負担金を徴収することは可能とされているが、与謝野町では、自己負担なし（無料化）
とすることで、町民が健診を受けやすい体制をつくり、受診率を高め、生活習慣病をはじめ疾
病の早期発見・早期治療につなげる。検診受診により早期発見・早期治療に結び付けること
は、将来的に医療費の削減につながる。

問診、身体計測、血圧、診察、血液検査（脂質、肝機能、血糖値、尿酸値、貧血検査、腎
機能）、尿検査、心電図、眼底
生活保護受給者のみ腹囲測定あり。

総合健診として集団健診で実施。自己負担無料、日曜日健診、会場までの送迎を実施し
ている。

健康増進法により経費の一部を国費負担の上で、町が実施することとされており、受診者か
ら一部負担金を徴収することは可能とされているが、与謝野町では、自己負担なし（無料化）
とすることで、町民が健診を受けやすい体制をつくり、受診率を高め、生活習慣病をはじめ疾
病の早期発見・早期治療につなげる。検診受診により早期発見・早期治療に結び付けること
は、将来的に医療費の削減につながる。

40歳以上
（子宮がん検診のみ20歳以上）

総合健診として集団健診で実施。自己負担無料、日曜日健診、会場までの送迎を実施し、府
内でも髙い受診率を維持している。（子宮がん検診のみ個別検診も実施している）

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

後期高齢者医療制度被保険者に対し、健診費用の一部を支援する。

中事業③ 人間ドック受診推進事業 中事業事業費（千円） 4,947 新規

後期高齢者医療制度の被保険者の健康保持及び疾病の早期発見を目的とする。人間ドック
受診により早期発見・早期治療に結び付けることは、将来的に医療費の削減につながる。

・基本健診費用の9割補助、オプション科目費用の5割補助を行っている。
・提携している医療機関数は、京都北部地域で6医療機関、京都市内で4医療機関あり、通い
やすさやかかりつけ医等で選ぶことが可能。
・補助申込期間は4月～12月末となり、受診期間は4月～翌年3月末までとなる。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　阿蘇海等環境づくり事業

（２）　阿蘇海フェスタ事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　よさの百年の暮らし委員会（みらいふ）の開催

（２）　よさの百年の暮らし委員会（みらいふ）活動への支援

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 119-120

4010303 担当課 農林環境課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 環境衛生費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策1）地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 150 0 0 1,964

中事業① 阿蘇海等環境づくり事業 中事業事業費（千円） 1,554 新規

中事業② よさの百年の暮らし委員会事業 中事業事業費（千円） 560 新規

事業名 環境活動推進等事業

総
合
計
画

事業目的 環境保全・環境美化意識の向上を図る

予算額 2,114千円

　生活環境を清潔にすることにより、その保全及び公衆衛生の向上を図るため、各区が実施す
る側溝清掃作業等に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付する。また、阿蘇海及
び近隣河川の水質調査や、水質改善の一環として、与謝野町内の小学校児童の皆さんから阿
蘇海及び近隣河川の環境改善を推進する啓発ポスターを募集し、環境保全の取り組みを実施
する。

一斉清掃車両補助金として、一斉清掃、クリーン作戦に要する費用の一部を支援
野田川及び他支流14箇所において水質検査を実施
岩滝海岸清掃業務を浜町区に委託し実施
環境啓発として阿蘇海ポスターコンクールの実施

阿蘇海の環境学習・体験等を通じて環境保全意識を醸成するイベントの開催

　地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地域協議会である「よさの百年の暮らし委員会
（愛称：みらいふ）」の町民が主体となった地球温暖化防止活動や環境保全の啓発活動を支援
する。

自主的・主体的に各自で環境保全の取組を行う個人が増えるような事業の実施や、環境保
全活動に対する支援者の拡大を図るための事業推進について協議する。

与謝野町地球温暖化対策実行計画の推進、緑のカーテンコンテストの開催、よさの環境み
らい（環境啓発イベントの開催）、ちょこっとボランティア事業の推進、委員視察研修の開催、
環境関連啓発ＣＭの作成（ＣＡＴＶ等で放送）、リユース事業への協力、フードドライブの実
施、中央公民館事業（エコキッズ与謝野）との連携事業、宮津天橋高校との連携事業

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　家庭向け太陽光発電、蓄電設備設置支援

家庭における再生可能エネルギー設備を導入する住民に対し補助金を交付する。

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　地域新電力との協定締結

（２）　再生可能エネルギー推進

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 119-120

4010304 担当課 農林環境課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 環境衛生費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策1）地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 2,690 0 0 80

中事業① 太陽光発電・蓄電設備導入費補助事業 中事業事業費（千円） 2,770 新規

中事業② 再生可能エネルギー推進事業 中事業事業費（千円） 0 新規 〇

事業名 再生可能エネルギー推進事業

総
合
計
画

事業目的 家庭(住宅)における再生可能エネルギー導入推進によるエネルギーの自立化を図る

予算額 2,770千円

　住宅の再エネ自給率の向上と災害時のレジリエンス強化を図るとともに、地域の温室効果ガ
ス削減と経済活性化を実現するため、太陽光発電と蓄電設備の導入費を支援する。

　与謝野町地球温暖化対策実行計画に掲げる『基本方針及び取組みの方策（緩和策）』におけ
る再生可能エネルギーの導入促進とエネルギーの地産地消を目的に、地域新電力と協定締結
することにより再生可能エネルギーの地産地消を図る。

　町内の再生可能エネルギー発電事業者（太陽光発電による“卒FIT”電気を想定）と地域新
電力をつなぐことにより、再生可能エネルギーの地産地消を促進する。
　同協定により、町内の公共施設への電力供給、町民に対しての広報等を進める。

　小中学校の校舎など公共施設への太陽光発電設備の設置など、景観等に配慮した再エ
ネ転換の推進について関係機関等との協議を進める。

事業内容

【従来制度】
①太陽光発電設備及び蓄電池の設置　売電（FIT）
1件あたり府制度90千円＋町制度20千円＝ 110千円

【新制度】
対象は以下の３パターンで、自家消費（非FIT）のみ
②太陽光発電設備及び蓄電池420千円
1件あたり府制度400千円＋町制度20千円＝ 420千円
②420千円＋③高効率給湯機器300千円＝720千円
②420千円＋④コージェネレーションシステム800千円＝1,220千円

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　薪ストーブ購入・設置支援（薪ストーブ設置支援事業費補助金）

（２）　世界首長誓約日本事務局ワークショップへの参加

（３）　太陽光発電施設と地域環境との調和に関する条例（仮称）の制定【継続】

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 119-120

4010305 担当課 農林環境課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 環境衛生費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策1）地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 1,000 0 0 81

中事業① 地球温暖化防止推進事業 中事業事業費（千円） 1,081 新規

事業名 地球温暖化対策事業

総
合
計
画

事業目的 住民等の環境保全活動や地球温暖化防止に関する意識の向上を図る

予算額 1,081千円

　住民等の環境保全活動や地球温暖化防止に関する意識の醸成を図り、その取り組みを支援
する。

　地球温暖化対策及び森林資源の利活用による持続可能な循環型社会の構築に向け、森
林資源を活かしたエネルギー設備等を導入する費用の一部を補助することにより、循環型
まちづくりを推進するとともに、低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進する。
　薪ストーブ購入・設置の経費の1/3を補助（上限200千円）

世界首長誓約加盟自治体によるワークショップ（全国）の開催がR８・10月開催予定であり、
東京都において開催される大会へ参加し、先進的な環境活動の推進事業等を学び、また、
現在49の自治体が参加するにあたり、自治体間の連携を図る。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　与謝野町浄化槽設置整備事業補助金

（２）　与謝野町浄化槽維持管理補助金

（３）　水洗便所改造等奨励金

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 119-120

4010306 担当課 上下水道課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 環境衛生費 作成責任者 課長　赤西秀幸

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

790 977 0 5 5,879

中事業① 生活排水処理対策事業 中事業事業費（千円） 7,651 新規

事業名 生活排水等処理対策事業

総
合
計
画

事業目的
生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するとともに、町民の生活環境の保全及び公衆衛生の
向上を図る

予算額 7,651千円

浄化槽の設置及び適正な維持管理により、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止
するとともに、町民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

与謝野町生活排水処理基本計画で定める集合処理区域以外の区域でにおいて浄化槽を設
置する事業者の設置に要する経費の一部に対し、要綱に基づき予算の範囲内で補助金を
交付する。
居住用住宅設置（７人槽　５基）　※776千円/基×５基

与謝野町生活排水処理基本計画で定める集合処理区域以外の区域で浄化槽を設置し、浄
化槽法で定める適正な維持管理等を実施している者に対し、要綱に基づき適正な維持管理
等に要する経費の一部に対し補助金を交付する。
専用住宅　９７戸　専用住宅以外　１３戸　　

浄化槽地域において汲取便所を改造し水洗化した者に対し、要綱に基づき奨励金を交付す
る。
５戸　※30千円/戸×５戸

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　施設の管理運営

（２）　火葬炉等施設整備工事

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 121-122

4010402 担当課 農林環境課

歳出費目 衛生費 保健衛生費 保健衛生施設管理費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 1,087 21,324

中事業① 阿蘇霊照苑管理運営事業 中事業事業費（千円） 22,411 新規

事業名 阿蘇霊照苑管理運営事業

総
合
計
画

事業目的
墓地、埋葬等に関する法律（昭和23年法律第48号）第１条に基づき、火葬場の管理が宗教的感情に
適合し、且つ公衆衛生その他公共の福祉の見地から、支障なく行われることを目的とする

予算額 22,411千円

　墓地、埋葬等に関する法律（昭和23年法律第48号）第１条に基づき、火葬場の管理が宗教
的感情に適合し、且つ公衆衛生その他公共の福祉の見地から、支障なく行われることを目的
とし、施設の管理、運営の徹底を図るもの。

　民間の運営ノウハウを最大限に活用し、提供できる施設サービスの最大化を図るととも
に、施設機能を最大限に発揮させ、利用者に対し安全で心安らぐ環境を提供することを目
的に指定管理者による施設運営を行う。

・１～３号炉　セラミック張替、酸素濃度変換器取替、排気筒取替など
・年次点検の結果による計画的な修繕

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

１　　趣旨・目的

２　　内容

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　ごみ減量化・資源化に取り組む個人・団体を支援

（２）　ちょこっとリユース事業の実施

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 123-124

4020213 担当課 農林環境課

歳出費目 衛生費 清掃費 塵芥処理費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策1）自然環境保全と循環型社会の構築 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 936 158,582

中事業① 一般廃棄物収集事業 中事業事業費（千円） 151,739 新規

中事業② 一般廃棄物処分事業 中事業事業費（千円） 6,792 新規

中事業③  一般廃棄物減量化等推進事業 中事業事業費（千円） 987 新規

事業名 一般廃棄物処理事業

総
合
計
画

事業目的
衛生環境維持のため、家庭や事業所等のごみ収集運搬及び廃棄物処理施設での適切な焼却、分別
処理により、ごみ総排出量の抑制を図る

予算額 159,518千円

家庭や事業所等のごみの適正な処理と生活環境保全のため、町民のごみ収集分別の意識
向上を図り、円滑な収集業務を実施する。

ごみ分別パンフレットの配布や収集不適合ごみのシール貼り付け等により、町民のごみ分別
ルールの理解と協力を促し、適切に分別されたごみを収集運搬する。

　中間処理施設として設置したストックヤードにおいて、回収した資源ごみを分別、集積した
後、宮津与謝クリーンセンターへ搬出することでごみの再資源化・減量化を図る。

（１）　ストックヤード施設管理事業
　資源ごみや有害・危険ごみの分別業務及び施設管理業務を委託

ごみ収集の効率化及び環境保全のため、ごみ収納施設、生ごみ処理機設置者に対し、予算
の範囲内で補助金を交付する。また、ごみ量削減による資源循環型社会への転換を目指す
リユース事業に取り組む。

令和４年度から「ちょこっとリユース事業」を実施し、家庭から出た不用品（家具、食器な
ど）のリユースやフードドライブの取り組みを実施。
　※令和８年度は年２回の実施を予定（令和４～７年度は年１回実施）

事業内容

事業内容

事業内容

〇ごみ収納施設整備費補助金
　・ごみの適切な排出を促すべく、ごみ集積場所の整備を支援する。
　・ゴミステーション新設・更新に対して１基15,000円を上限に年15基想定し、補助を行う。

〇生ごみ処理容器設置事業費補助金
　・生ごみのたい肥化又は電気処理を促すべく、燃えるごみの削減に寄与することを目的
　　として機器等の導入に対して支援を行う。
　・電気式10基、コンポスト10基を想定。（15,000×10+5,000円×10）
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　協議会事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　農業者年金への加入促進・制度の普及

（２）　現況届・未支給請求書等の各種手続き業務

（３）　年金加入推進奨励金

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　農業委員会の円滑な運営

（２）　農業委員会委員報酬

（３）　農業委員会だよりの発行

（４）　農地地図情報の更新業務

（５）　京都府農業会議負担金

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　国有農地の維持管理業務

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 129-132

6010102 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 農業費 農業委員会費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち

施策名 （施策2）農林業の振興 施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

135 2,550 0 383 2,386

中事業① 農地保全対策協議会事業 中事業事業費（千円） 271 新規

中事業② 農業者年金業務 中事業事業費（千円） 254 新規

　農業者の老後生活の安定及び福祉向上を図る

中事業③ 農業委員会活動事業 中事業事業費（千円） 4,812 新規

  農業委員会の円滑な運営を図る

中事業④ 国有農地管理業務 中事業事業費（千円） 117 新規

　国有農地の維持管理を図る

事業名 農業委員会事業

総
合
計
画

事業目的 農業委員会の円滑な運営及び農地利用最適化の推進を図る協議を実施し農地保全を図る

予算額 5,454千円

　農業従事者の高齢化や減少に伴う耕作放棄地の増加を防ぎ、美しい景観と良好な住環境
を保全することで、住民の流出や地域コミュニティーの衰退を防止し、持続可能なコミュニ
ティーの形成維持を図る

地域課題（農地の有効活用・景観、環境保全、地域コミュニティーの活性化等）についての
対応策や施策を提案

事業内容

事業内容

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）高温に対応できる環境保全型農業の体系確立【新規】

豆っこ肥料を使った高温耐性品種の試験

（２）新原材料を加えた豆っこ肥料を活用した栽培試験【継続】

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　京の豆っこ米の振興事業【継続】

（２）　白大豆の振興事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 131-134

6010301 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 農業費 農業振興費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策2）農林業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

3,699 781 0 3,330 827

中事業① 環境保全型農業推進事業 中事業事業費（千円） 1,193 新規

中事業② 自然循環農業推進事業 中事業事業費（千円） 6,436 新規

事業名 環境保全型農業総合推進事業

総
合
計
画

事業目的 環境保全型農業を推進することにより町農業の価値を向上させ農地保全を図る

予算額 8,637千円

　与謝野町における環境にやさしい農業の取組を総合的に推進することにより、町農業の価
値向上につなげ、農地の保全並びに多面的機能の維持を図る

　成分量を向上させた新しい肥料により、単位面積当たりの施肥量を減じることによる
京の豆っこ米の栽培面積の拡大と散布労力の軽減を図る。

　環境にやさしい農業の中核をなす町独自の有機質肥料「京の豆っこ」を活用した自然循環
農業を推進することで、白大豆生産からおからの利用、肥料化までの一貫した資源循環の確
立により、持続可能な農業の実現を通じた町農業の価値向上を図る

　生産農家の労力軽減のための肥料散布業務及び、販売促進活動等に支援を行うことで
京の豆っこ米の振興を図る。

　町が推進する自然循環農業の根幹である有機質肥料「京の豆っこ」の原材料の１つであ
る「おから」の主原料であり、水稲が主作物の当町において、水稲より化学肥料投入量が
少なく環境負荷低減効果があり、作期分散させることにより農地保全に資する白大豆の生
産支援を行う。

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　環境保全に効果の高い営農に対して支援

中事業③ 環境保全型農業直接支払交付金事業 中事業事業費（千円） 1,008 新規

　地球温暖化防止・生物多様性保全等を推進するため、化学肥料・化学合成農薬を低減する
取組と併せて行う環境保全に効果の高い営農活動に対し交付金を交付する。

緑肥の取組（5,000円/10a）　　640a
有機農業の取組（14,000円/10a）　420a

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　地域水田農業推進対策事業

（２）　農業経営基盤維持への支援

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 133-134

6010302 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 農業費 農業振興費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策2）農林業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

131 3,291 0 0 2,301

中事業① 地域水田農業振興対策事業 中事業事業費（千円） 5,723 新規

事業名 農業生産支援事業

総
合
計
画

事業目的 農業経営の安定をとおして、農地の保全及び多面的機能の維持を図る

予算額 5,723千円

農地の保全を図るため、水田を有効活用しつつ、環境にやさしい農業生産等により特色ある
産地づくりに取り組む農業者及び農業団体に対し支援する

無化学肥料栽培の酒米(祝・山田錦）生産に対して、環境保全型農業と位置付け、支援を
行う
集出荷・販売促進に係る経費の1/2を補助

国の施策である主食用米以外の作物作付けを推進するため、販売価格が生産費を経常
的に下回っている作物および、町が産地化を目指す作物に対する交付金の事務を行う

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　町内新規就農者の就農直後の不安定な所得に対して支援を行う

（２）　町内の新規就農希望者の就農相談・伴走支援　…　推進事務

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 133-136

6010303 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 農業費 農業振興費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策1）地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 6,100 0 0 0

中事業① 新規就農者支援事業 中事業事業費（千円） 6,100 新規

事業名 農業担い手確保・育成事業

総
合
計
画

事業目的 新規就農を志す青年の就農意欲の喚起と就農後の地域定着を支援し、地域の担い手確保を目指す

予算額 6,100千円

　次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、就農直後の経営確立に資する経営開始
資金を交付する。

〇経営開始資金
　・継続交付対象者（３年間）３名（1,500千円/年/人×3名）
　・新規採択者（見込み）１名（1,500千円/年/人×１名）
※認定新規就農者となることと就農状況の確認、一定所得以下であることが要件

〇交付対象者及び交付期間終了者に対し、就農状況報告等による営農確認事務
〇町と関係機関による戸別訪問（指導等）
〇各種補助金等の案内など

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　農業用施設維持管理

（２）　農林業振興事業費補助金事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　石川亀山地区　井原井堰改修事業

（２）　戸田水路改修事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 135-138

6010402 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 農業費 農地費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 10,000 0 890 6,688

中事業① 農業用施設維持管理事業 中事業事業費（千円） 4,340 新規

農地の保全に資するため、農業用施設（農道、水路等）を継続的に管理する。

亀山川樋門・六反田ポンプの維持管理

中事業② 農業用施設整備事業 中事業事業費（千円） 13,238 新規

事業名 農業用施設維持管理事業

総
合
計
画

事業目的 農用地の保全に資するため、農業用施設を継続的に管理・整備する

予算額 17,578千円

農地の保全に資するため、農業用施設の整備を実施する。

ゴム井堰改修事業
Ｒ８　　機能保全計画策定業務
R９　　国・府との協議、補助計画申請・審査等
Ｒ１０　測量設計業務
Ｒ１１　改修工事

事業内容

農道・水路等の修繕等について、地元による施工を補助金で支援（補助率６／１０）
　・井堰の管理組合等が行う浚渫に対する補助（事業費見込5,000千円×６０％＝3,000千
円）
　・水路・桝浚渫補助（事業費見込500千円×６０％＝300千円）
　・農業用施設整備補助（事業費見込1,000千円×６０％＝600千円）

事業内容

府土地改良事業団体連合会、町、地元で負担金として工事費を積立し令和11年度に工事を
予定　　工事内容　水路　UF350　L＝523.0ｍ
積立期間
　１工区　Ｌ＝２９０ｍ　令和７年から１１年
　２工区　L＝２３３ｍ　令和８年から１２年
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 137-138

6010601 担当課 建設課

歳出費目 農林水産業費 農業費 地籍調査費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 1,266

中事業① 地籍調査事業 中事業事業費（千円） 1,266 新規

事業名 地籍調査事業

総
合
計
画

事業目的 公平な土地管理や土地取引の円滑化を図るほか、大規模災害による土地形状の変更に備える

予算額 1,266千円

土地の正確な位置や場所、面積等を明らかにする地籍調査を行う。

明石Ⅳ地区において、残る筆界未定地４箇所の調査をし、図面等作成・閲覧・補正を行い、
京都府へ認証請求をする。認証後には法務局への登記手続きとなる。

事業内容

明石Ⅳ地区
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　有機物供給施設の運営

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 137-140

6010701 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 農業費 農業施設管理費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策2）農林業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

23,771 0 0 21,754 1,398

中事業① 有機物供給施設管理運営事業 中事業事業費（千円） 46,923 新規

年間270ｔ～285ｔを目標に、有機質肥料「京の豆っこ」を生産

事業名 有機物供給施設管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 与謝野町産有機質肥料の普及を図る

予算額 46,923千円

　与謝野町が独自に取り組む自然循環農業の基幹資材である京の豆っこ肥料を安定的に供
給し、環境にやさしい農業の推進を図る。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　森林経営管理制度の推進

（２）　森林保険への加入

（３）　地域産木材の利用促進

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　林業の担い手支援事業

（２）　森林資源・木材利用促進事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　森林等整備事業

（２）　地域の防災減災を目的とした森林整備等支援事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 141-144

6020203 担当課 農林環境課

歳出費目 農林水産業費 林業費 林業振興費 作成責任者 課長　三田大智

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち

施策名 （施策2）農林業の振興 施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 2,565 0 10,013 209

中事業① 森林整備事業 中事業事業費（千円） 8,236 新規

間伐材の搬出出荷に対する補助金（1㎥あたり2,000円）

中事業② 林業担い手確保・育成事業 中事業事業費（千円） 1,151 新規

森林資源の活用及び木材利用促進に資する取組に対する補助金

中事業③ 森林保全推進事業 中事業事業費（千円） 3,400 新規

地域組織が実施する防災減災を目的とした森林整備・保全事業に対する補助金

事業名 森林整備事業

総
合
計
画

事業目的 森林の持つ多面的機能の発揮を図る

予算額 12,787千円

　森林環境譲与税、国庫財源、豊かな森を育てる府民税市町村交付金を活用し、森林整備、
森林経営管理制度の推進及び地域産木材の普及促進等を図る

三河内地区97林班及び岩滝地区69林班の意向調査及び境界明確化
97林班：人工林面積4.27ha、対象森林所有10名＋１財産区＋１社
69林班：人工林面積17.66ha、対象森林所有者32名

町有林・町行造林の森林保険料
契約件数：8件：11.3ha

豊かな森を育てる府民税市町村交付金、府財源を活用し、林業の担い手確保・育成及び森
林関係活動団体の活動を推進することで地域の林業活性化を図る。

林業担い手の雇用、育成に関する奨励金、補助金
雇用支援：2人　　　育成支援：6人

森林環境譲与税、豊かな森を育てる府民税市町村交付金を活用し、森林整備に資する設備
工事及び支障木伐採支援を推進することで、町の林業振興と安全安心な地域づくりを図る。

森林整備に資する林道の舗装工事
林道オコベ線舗装工事：100ｍ

事業内容

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）与謝野町商工会助成事業

（２）　商工会特別事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 145-146

7010201 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工業振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策4）商工業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 22,000 3,232

中事業① 商工会助成事業 中事業事業費（千円） 25,232 新規

事業名 商工会助成事業

総
合
計
画

事業目的 商工会を支援することにより本町の商工業の総合的な振興を図り、もって地域経済の発展に寄与する

予算額 25,232千円

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき中小企業・小規模事業者の振興に関する総合的
な施策の推進のため、町内の経済団体である与謝野町商工会が行う町内事業者の経営改
善・経営向上の取組を支援する。

経営支援員等の人件費、福利厚生費などへの支援
小規模事業者へのセミナー開催費、情報発信等の取組への支援

経営支援員の伴走支援による中小企業・小規模事業者の売り上げ向上のための設備投
資、販路開拓、情報発信等の取組への支援
与謝野町商工会の各部会が主体となって開催する伝統的行催事、AI講習会等のセミナー
開催、青年部のイベント開催等の取組への支援

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 145-146

7010202 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工業振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策4）商工業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 3,300

中事業① 商工業者金融支援事業 中事業事業費（千円） 3,300 新規

事業名 商工業者金融支援事業

総
合
計
画

事業目的 商工業者の資金繰りの円滑化・安定化を図る

予算額 3,300千円

町内中小企業・小規模事業者の設備投資や資金融資に係る信用保証料及び利子の一部を
補助することにより、事業者の金利及び保証料負担を軽減し、経営の安定化と事業の継続を
支援する。

（１）　設備投資に係る融資を受けた町内事業者に対する補助支援（利子補給）
（２）　融資を受けた町内事業者に対する補助支援（信用保証料補助金）

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき中小企業・小規模事業者の産業振興に関する総合

的な施策を推進する。

２　　内容

（１）　誰もが創業等にチャレンジできるための施策

①産業振興事業補助金（創業支援）

②販路拡大等支援事業

「販路を広げたい」「新しい事業に挑戦したい」事業者の販路開拓を支援する相談窓口

を町内に開設

③クラウドファンディング活用ビジネス応援事業補助

町内企業、事業者が行う新たな事業展開（新商品開発、事業拡大など）に対する

クラウドファンディング型ふるさと納税活用事業補助金による事業者支援

（２）　地域資源及び町内事業者に関する情報発信のための施策

①与謝野町産業振興ホームページによる情報発信事業

令和8年度新規認定の与謝野町特産品情報の追加、ページ更新に係る保守管理を実施

②オープンファクトリー育成支援事業

京丹後市等と連携し、実行委員会主催によるオープンファクトリーイベントを開催する。

オープンファクトリーを通して事業所を育成し、新規事業としての収益を図る。

③町内事業者情報発信事業

与謝野町特産品認定事業者の取材に基づき認定特産品の情報発信ページを作成

連携協定に基づき、松屋銀座での特産品ＰＲイベントを実施

（３）　魅力ある働き場づくり、仕事づくりのための施策

①産業振興事業費補助金（リクルーティング強化支援）

町内事業者が実施する採用活動やインターンシップ等の取組を支援

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 145-148

7010203 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工業振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち

施策名 （施策1）挑戦が生まれる風土づくり 施策名 （施策4）商工業の振興

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

5,000 0 0 250 5,559

中事業① 産業振興支援事業 中事業事業費（千円） 10,023 新規

事業名 産業振興事業

総
合
計
画

事業目的 町内中小企業・小規模事業者の支援により商工業の振興を図る

予算額 10,809千円

創業支援通常分 上限額 50万×3事業所
地域内経済循環促進分　上限額150万×2事業所

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　産業振興計画推進事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　企業人財確保支援事業 

①

②

中事業② 産業振興計画推進事業 中事業事業費（千円） 286 新規

中事業③ 企業人財確保支援事業 中事業事業費（千円） 500 新規

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき、基本的施策の実施について協議及び審議する
ため産業振興会議を設置・開催

第8期与謝野町産業振興会議（1期2年、委員18名）を組織し、地域内経済循環の視点から
観光振興施策の立案を議論するため、年間5回程度、産業振興会議を開催予定

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき中小企業・小規模事業者の振興に関する総合的
な施策を推進する必要性を踏まえ、町内の中小企業・小規模事業者の雇用拡大の取り組み
を支援

企業の人財確保のために地元就職、UIJターン、移住定住、町内企業を知る機会に繋げる
ことを目的に、人材不足に悩む町内企業と学生、第二新卒者、一般求職者を繋ぎ、オープ
ンカンパニー、インターシップ、就職に繋げる。

地元就職、UIJターンに繋げるための、魅力的なインターシップづくり等を支援し、学生
等と事業者とのマッチングイベントや就職フェアを実施

産業振興支援事業のリクルーティング強化事業を活用しインターンシップ実施企業に対
し、交通費や宿泊費を支援

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）織物織機調整等支援事業

（２）織物業生産基盤支援事業

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）絹織物等需要開拓展開推進事業

（２）きもの着付教室補助

（３）その他

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 147-148

7010204 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工業振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策3）織物業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

4,740 0 0 4,500 286

中事業① 織物生産基盤支援事業 中事業事業費（千円） 9,000 新規

中事業② 和装振興事業 中事業事業費（千円） 526 新規

事業名 織物振興対策事業

総
合
計
画

事業目的 伝統産業である織物業及びその関連産業の振興及び発展を図り、その他和装振興を図る

予算額 9,526千円

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき中小企業・小規模企業の振興に関する総合的な
施策を推進する必要を踏まえ、町内の中小企業・小規模企業者が行う産業振興に資する事
業への支援として、丹後地域は和装産地であることから、京都府と連携して産地を育成す
る。

与謝野町商工会機業部が行う専門知識を必要とする機械の修理や調整を支援する事業
に対する補助支援

織物業及び関連産業等の生産基盤を支えるために行う小幅及び広幅織機設備の新設、
増設、更新並びに改修に対する支援

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき中小企業・小規模事業者の振興に関する総合的
な施策を推進する必要を踏まえ、町内の中小企業・小規模事業者が行う産業振興に資する
事業への支援として、丹後地域は和装産地であることから、京都府、京丹後市と連携して丹
後産地全体の販路拡大を支援する。

京都府、京丹後市、与謝野町が連携し、丹後織物工業組合の販路拡大事業を協調支援
補助額負担割合：丹後織物工業組合：1,500千円（25％）、京都府：3,000千円（50％）
　　　　　　　　　　　京丹後市・与謝野町：1,500千円（25％）
　　　　　　　　　　　※京丹後市：1,019千円（17％）、与謝野町：481千円（8％）

若年層に対する和装振興支援
宮津天橋高校加悦谷学舎PTAが取り組む和装振興の取組みを支援

ちりめんPR看板借地料（土地等賃借料）
全国和装産地市町村協議会負担金

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　特産品認定審査会の開催

町内で生産・加工された食品、工芸品など優れた特産品を与謝野町特産品として認定し、

ブランド強化、販売促進を図る。

（２）　地方創生インバウンド協議会参加

地方創生インバウンド協議会への参加、百貨店「松屋」との「地域活性化に関する連携

協定」に基づき、高い情報発信力を持つ東京・銀座の立地を活かし、特産品PRとふるさと

納税返礼品の情報発信を行い、地域の認知度向上と寄附促進を図る。

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 147-148

7010205 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工業振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策4）商工業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

236 0 0 0 210

中事業① 特産品普及促進事業 中事業事業費（千円） 446 新規

事業名 特産品普及促進事業

総
合
計
画

事業目的 町内で製造、販売されている特産品を与謝野町特産品として認定し、販売促進を図る

予算額 446千円

町内で製造、販売される産品を町が特産品として認定し広くＰＲすることで、その知名度を
高め、商品の販路拡大及び地域産業の活性化を図るとともに、特産品を通じた与謝野町の
魅力発信及びイメージアップにつなげることを目的とする。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　企業立地支援事業　

・奨励金（固定資産税相当額・5年間）…2社分

・利子補助金（投下固定資産の借入利子・5年間）…1社分

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　地域資源を活用した企業誘致推進事業

進出起業家（企業）への創業支援

・クラウドファンディング型ふるさと納税を活用した「ふるさと起業支援プロジェクト」を活用

同プロジェクトを活用した企業誘致活動を実施

・空き工場調査・希望企業と調整・募集情報の発信

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 147-148

7010206 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工業振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち

施策名 （施策1）挑戦が生まれる風土づくり 施策名 （施策5）魅力ある働く場の創出

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 5,300 205

中事業① 企業立地支援事業 中事業事業費（千円） 3,505 新規

中事業② 地域資源を活用した企業誘致推進事業 中事業事業費（千円） 2,000 新規

事業名 企業立地推進事業

総
合
計
画

事業目的 与謝野町企業立地促進条例に基づき町内への企業立地を促進する

予算額 5,505千円

与謝野町中小企業振興基本条例、与謝野町企業立地促進条例、与謝野町企業誘致戦略に
基づき、企業立地を促進するため、企業の新規立地や工場増設等を支援

奨励事業所として指定した企業等が町内で操業開始後、次の奨励措置により、5年間、立
地企業等の事業活動を支援

与謝野町中小企業振興基本条例、与謝野町企業立地促進条例、与謝野町企業誘致戦略に
基づき、町内の空家・空き工場を活用した比較的規模の小さな企業誘致を推進

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）織物技能訓練センター管理運営事業

■（既存）織物人材育成講座

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 149-150

7010404 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 商工施設管理費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち 分野名

施策名 （施策3）織物業の振興 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

5,655 0 0 4,505 1,865

中事業① 織物技能訓練センター管理運営事業 中事業事業費（千円） 12,025 新規

■（新規）インターンシップ型織物人材育成講座（案）

事業名 織物技能訓練センター管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 織物業の担い手の養成及び育成を行うことにより、織物技術の継承と人材確保によって、織物業の振興を図る

予算額 12,025千円

織物業の担い手の養成及び育成を行うことにより、その人材を確保し、創業又は新たな事業
分野への進出等を支援し、並びに関係人口及び交流人口を拡大し、もって織物業の振興を
図るため、織物技能訓練センターの管理運営を行う。

事業内容

・技術指導者を会計年度任用職員として採用し、施設の管理運営を行う。
　会計年度任用職員：２名（１名はフルタイム、１名は０．５人工）
・織物技術の集積する拠点施設として、織物業の担い手育成において製織や整経等の技術指
導を行うことによって織物技術の伝承を図る。

■（既存）織物人材育成講座
　技術指導者（会計年度任用職員）が織物業への従事を目指す職人の発掘及び現場での実践
力を養成する育成講座を実施する。
　また、織物技術を後世に継承するための講座テキストの作成を令和７年度に行い令和８年度
には冊子化する。商工会機業部会へ当講座の周知を行う。（目標値：１０名）

■（新規）インターンシップ型織物人材育成講座
　これまで織物従事者や織物業への従事を目指す人等、町内向けに発信してきたが、講座受
講者の増加、施設の周知、次世代の担い手発掘、育成、関係人口、交流人口の拡大を目的
に、デザイン系の大学機関やこれまで施設を利用した高校、大学等を対象にインターンシップ
型織物人材育成講座を町独自事業として実施する。（令和７年度に京都府内の大学機関へア
プローチ）
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　天橋立を世界遺産にする会補助金

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 149-150

7010601 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 観光振興費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち

施策名 （施策1）ファンづくりの推進 施策名 （施策2）まちの魅力を活かした観光振興

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

12,393 0 0 15,000 4,175

中事業① 観光振興団体等支援事業 中事業事業費（千円） 31,468 新規

中事業② 世界遺産登録推進事業 中事業事業費（千円） 100 新規

事業名 観光地域づくり支援事業

総
合
計
画

事業目的 観光振興による人的交流の促進並びに観光消費額を押し上げ、地域経済の活性化を図る

予算額 31,568千円

与謝野町中小企業振興基本条例に基づき、町の観光振興を図るため、（一社）京都府北部地域連携
都市圏振興社与謝野地域本部や海の京都DMOが行う観光振興に資する事業を支援

（１）　与謝野町観光協会補助金による支援事業
　与謝野町観光協会が行う町観光に関する宣伝、誘客、情報収集・提供、教育・指導、調査研究等を
支援
　①組織運営費補助金　
　　与謝野町観光協会の人件費、事務費等の組織運営費を支援
　②事業経費補助金　
　　与謝野町観光協会の観光PR、案内業務、観光振興、商品造成等の事業経費を支援

（２）　観光振興事業費補助金による支援事業
　町内の民間団体等が行う観光イベント・情報発信等の事業経費を支援

（４）　海の京都DMO広域観光推進事業
　京都府北部7市町で構成される海の京都DMOが行う、広域観光に関する宣伝、誘客、情報収集・提
供、教育・指導、調査研究等を支援

天橋立を中心とする地域を保全し、将来に継承するとともに地域の誇りとしてその魅力を高
めていくため、世界遺産への登録を目指し、もって地域社会の発展に寄与することを目的と
する。

天橋立の世界遺産登録を目的として実施される一部の事業に要する経費に対し、予算の
範囲内で補助金を交付

事業内容
（３）　町内の観光コンテンツ造成支援事業
　ちりめん街道における滞在交流の促進を目的とした「ちりめん街道滞在交流マスタープラン実施計
画」における重点事業の実施
  ○来訪者の受入環境整備
   ・空きスペース対策として、地域おこし協力隊の募集と伴走支援、空き家活用案の募集や空き家に
     おけるトライアル出店の推進等を実施
   ・受入機運醸成として、地域協働によるちりめん街道のガイド育成、与謝野町観光協会との連携に
    よる観光交通（バス）の実証実験等を実施。
  ○環境負荷の少ない体験・体感型観光コンテンツの展開
   ・売れる商品づくりとして、与謝野町観光協会との連携による日本遺産関連コンテンツ造成を実施

事業内容

-79-



１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　クアハウス岩滝管理運営事業

（２）　プール、トレーニングルームを活用した施設の有効利用の促進　

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 151-154

7010706 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 観光施設管理費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策2）元気な体づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 40,639 6,076

中事業① クアハウス岩滝管理運営事業 中事業事業費（千円） 46,715 新規

事業名 クアハウス岩滝管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 地域住民等の健康増進と地域の活性化を図る

予算額 46,715千円

天の橋立岩滝温泉を利用して、町民の健康増進と回復及び町の活性化を図る

指定管理者により、町民の健康の維持増進、コミュニティの場としてサービスを提供

町立小学校のプール授業を実施
保健課との連携を図り、町民の健康増進に繋がる健康教室を実施するほか、健康相談な
どの施設活用を検討

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　阿蘇シーサイドパーク管理運営事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 155-158

7010711 担当課 産業観光課

歳出費目 商工費 商工費 観光施設管理費 作成責任者 課長　市田桂一

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち

施策名 （施策1）ファンづくりの推進 施策名 （施策2）まちの魅力を活かした観光振興

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 496 13,485

中事業① 阿蘇シーサイドパーク管理運営事業 中事業事業費（千円） 13,981 新規

事業名 阿蘇シーサイドパーク管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 阿蘇シーサイドパーク利用者の増加を図る

予算額 13,981千円

阿蘇シーサイドパークの有効活用と地域の活性化を図ること。

事業内容

①都市公園を快適・安全に保つための維持管理
　・公園内の草刈、樹木剪定、遊具の安全点検、管理棟運営　等

②都市公園の利用促進
　・公園利用者の対応（公園利用届の受領、行政財産使用許可　等）
　・グラウンド・ゴルフ場の貸館

➂阿蘇ベイエリア活性化のための取組み
　・令和7年度に引き続き、阿蘇ベイエリア活性化マスタープランを参考資料として、
　  どのように阿蘇ベイエリアを活性化するかについて協議・検討・実施する
　　※第8期・与謝野町産業振興会議において、令和7年度11月から協議中
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　分譲宅地住宅新築補助金

町の分譲宅地を購入し、3年以内に住居を新築する方に住宅新築補助金を交付する。

補助基本額200万円、加算額最大110万円。合計で最大310万円。

※加算額は町内建築事業者で建築した場合20万円増額。子育て世帯で最大80万円増額。

移住促進特別区域で10万円増額。

※町内在住の定住希望者も支援

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　分譲宅地の適切な管理

草刈等の環境整備（年２回実施）、日吉ヶ丘調整池の浚渫。

（２）　販売促進・PR

PR用チラシ作成、折込（PR用チラシ、補助金チラシ）。

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 159-160

8010103 担当課 建設課

歳出費目 土木費 土木管理費 土木総務費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名

施策名 （施策3）まちの魅力を活かした移住・定住の促進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 3,100 1,296

中事業① よさの住宅新築支援事業 中事業事業費（千円） 3,100 新規

中事業② 分譲宅地管理事業 中事業事業費（千円） 1,296 新規

事業名 分譲宅地管理事業

総
合
計
画

事業目的 地域の活性化と移住・定住を促進するため、保有している分譲宅地の販売促進と管理を行う

予算額 4,396千円

地域の活性化と移住・定住を促進するため、町の分譲宅地を購入し、住宅を新築する方に住
宅新築補助金を交付する。

地域の活性化と移住・定住を促進するため、保有している分譲宅地の販売促進と維持管理
を行う。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　報酬

景観審議会委員の委員報酬（15名以内　年３回）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 159-160

8010150 担当課 建設課

歳出費目 土木費 土木管理費 土木総務費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 135

中事業① 景観審議会運営事業 中事業事業費（千円） 135 新規

事業名 土木総務費一般経費（景観審議会運営事業）

総
合
計
画

事業目的 町全域の景観施策を策定し、美しい景観の保全と活用を目指す

予算額 135千円

与謝野町の美しく豊かな景観を守り育てる条例は、旧加悦町が策定した条例の内容をその
まま引き継いでいる。同条例に規定された景観形成基本計画や景観形成推進地区基準等に
は現状にそぐわない箇所があるため全体的な見直しを行う。
また、岩滝地域、加悦地域には景観の規制があるが、野田川地域には規制がないため、同
条例に規定された適用区域を今後野田川地域まで拡大するか検討を行いたい。はじめとし
て京都府景観アドバイザー制度等を活用し、勉強会や町民が景観に触れる機会を設け、景
観に対する意識を高める。

事業内容

-83-



１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

公共工事により発生する建設発生土の再利用を促すため、ストックヤードを管理する。

２　　内容

（１）　ストックヤード管理事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 161-162

8010202 担当課 建設課

歳出費目 土木費 土木管理費 土木施設管理費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策1）地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 400

中事業① ストックヤード管理事業 中事業事業費（千円） 400 新規

事業名 建設発生土処分場管理事業

総
合
計
画

事業目的 公共工事から発生する建設発生土を適正に管理する。

予算額 400千円

ストックヤード管理業務委託（石田[旧住宅跡地]、男山[町有地]、四辻[野田川中央線]、三河
内[大藪団地]）

事業内容

石田（旧住宅跡 男山（町有地）

四辻（野田川中央線） 三河内（大藪団地）
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

街路灯・防犯灯の維持管理を行い、安心・安全に暮らせる街を目指す。

２　　内容

街路灯及び防犯灯の維持管理を行う。

（１）　故障した蛍光灯からLDE防犯灯へ更新

（２）　街路灯、防犯灯の電気料金

光熱水費の推移

１　　趣旨・目的

街路灯・防犯灯の整備を行い、安心・安全に暮らせる街を目指す。

２　　内容

（１）　老朽化した蛍光灯からLDE防犯灯へ更新（工事）

①防犯灯LED化工事　新設町内全域（継続）

※町全体のLED化率は、76.7％（令和6年度末時点）となっている。事業を継続し、100％を目指す。

防犯灯ＬＥＤ化工事80灯（予定）

LED化工事の推移

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 161-162

8020102 担当課 建設課

歳出費目 土木費 道路橋りょう費 道路橋りょう総務費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 10,066 7,913

中事業① 街路灯・防犯灯維持管理事業 中事業事業費（千円） 15,379 新規

中事業② 街路灯・防犯灯整備事業 中事業事業費（千円） 2,600 新規

事業名 道路占有物管理事業

総
合
計
画

事業目的 街路灯・防犯灯の維持管理を行い、安心・安全に暮らせる街を目指す

予算額 17,979千円

事業内容

事業内容
工事年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

LED化灯数 0 336 300 192 182 141 0 86 80 80 70 60 70

年度 金額 差額

Ｈ24 11,947,420 円

Ｈ25 14,529,814 円 2,582,394 円

Ｈ26 15,055,847 円 526,033 円

Ｈ27 14,189,743 円 -866,104 円

Ｈ28 12,646,129 円 -1,543,614 円

Ｈ29 13,181,590 円 535,461 円

Ｈ30 13,216,734 円 35,144 円

R1 12,674,473 円 -542,261 円

R2 11,792,094 円 -882,379 円

R3 12,356,460 円 564,366 円

R4 12,493,904 円 137,444 円

R5 8,850,520 円 -3,643,384 円

R6 11,448,859 円 2,598,339 円
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

住民要望による計画的な修繕や突発的な緊急修繕を実施し道路環境を維持する。

２　　内容

（１）　町道草刈事業 （２）　舗装修繕事業　

①町道草刈業務委託　業務概要：除草工 ②四辻加悦駅線舗装修繕工事　工事概要：路上路盤再生工

（３）　道路施設維持修繕事業

③二ツ岩下線側溝修繕工事 工事概要：側溝蓋工

１　　趣旨・目的

橋りょうの点検、補修等を計画的に実施する。

２　　内容

（１）　橋りょう長寿命化事業

①橋梁定期点検

橋梁点検N=34橋（永代橋、下小西橋、大藪橋、一町田橋、他30橋）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 161-164

8020201 担当課 建設課

歳出費目 土木費 道路橋りょう費 道路維持費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

4,448 0 20,200 0 15,719

中事業① 道路維持補修事業 中事業事業費（千円） 34,114 新規

中事業② 橋りょう長寿命化事業 中事業事業費（千円） 6,253 新規

事業名 道路維持管理事業

総
合
計
画

事業目的 安心・安全で良好な道路環境を維持するため、点検、補修等を計画的に実施する

予算額 40,367千円

事業内容

事業内容 永代橋 下小西橋
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　除雪作業、凍結防止剤の散布業務等の委託

除雪作業委託

ﾁｪｰﾝ着脱料・機械拘束

凍結防止剤散布作業

国府道歩道除雪作業

（２）　除雪機械のリース

除雪機借上

※2ｔ級1台、3ｔ級2台、5ｔ級7台、8ｔ級6台

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 163-164

8020203 担当課 建設課

歳出費目 土木費 道路橋りょう費 道路維持費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

12,000 50 0 0 45,741

中事業① 道路等除雪事業 中事業事業費（千円） 57,791 新規

【除雪作業状況】 【凍結防止剤散布状況】

事業名 除雪対策事業

総
合
計
画

事業目的
道路除雪計画に基づき、除雪路線及び除雪区域を速やかに除雪し、道路交通の確保と民生の安定
を図り、緊急活動及び必要物資の輸送が円滑にできるようにする

予算額 57,791千円

道路除雪計画に基づき、除雪路線及び除雪区域を速やかに除雪し、町民の安心安全な生活
の確保を目指す。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

町道の新設改良工事を実施する。

２　　内容

（１）　道路新設改良事業

①四辻岩屋線道路改良工事 ②六反田線道路改良工事

工事概要：側溝工 工事概要：側溝工

１　　趣旨・目的

歩行者の安心安全を確保する歩道整備等を実施する。

２　　内容

（１）　通学路整備事業

①山手支線道路改良工事 ②豊口線ほか道路改良工事

工事概要：擁壁工、舗装工 工事概要：側溝工、舗装工

（野田川地域こども園関連）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 163-164

8020302 担当課 建設課

歳出費目 土木費 道路橋りょう費 道路新設改良費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

17,864 0 18,100 3 2,732

中事業① 道路新設改良事業 中事業事業費（千円） 8,699 新規

中事業② 通学路整備事業 中事業事業費（千円） 30,000 新規

事業名 道路新設改良事業

総
合
計
画

事業目的 道路利用者の利便性・安全性の向上を図り、住みよい道路環境を創出する

予算額 38,699千円

事業内容

事業内容

歩道整備

道路拡幅
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　河川の草刈事業

区、農事組合、20団体による草刈り作業を実施

（２）　河川水路等浚渫事業

天神山川(沈砂池) 明石川 海老川

（３）　堂谷地区浸水対策事業　

③堂谷樋門提内地水中ポンプ設置事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 163-166

8030201 担当課 建設課

歳出費目 土木費 河川費 河川維持費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 7,641 2,500 339 5,445

中事業① 河川維持補修事業 中事業事業費（千円） 15,601 新規

事業名 河川維持管理事業

総
合
計
画

事業目的
河川、水路の修繕、浚渫及び除草、送排水施設の維持管理を実施し、住民の良好な生活環境を維持
し利便性、安全性の確保を目的とする

予算額 15,925千円

浸水被害の軽減対策として、町管理河川の浚渫を実施する。また、住民要望による計画的な
修繕や、突発的な緊急修繕を実施する。

事業内容

設置箇

-89-



１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　石田地区水枯れ対策用ポンプ管理事業

中事業② 石田地区水枯れ対策事業 中事業事業費（千円） 324 新規

鳥取豊岡宮津道路水戸谷トンネル建設による沢水の枯渇に伴い、トンネル湧水を農地へ
の灌漑に利用するため、水中ポンプ（揚水ポンプ）を維持管理する。

事業内容

SY-9
SY-8

SY-5
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

治水能力の向上と浸水地域の解消に向け、改修工事を実施する。

２　　内容

（１）　水路等整備事業

①香田川河川改良工事 ②青山水路改良工事

工事概要：底張ｺﾝｸﾘｰﾄ工、落差工 工事概要：水路改修

③奥山川流域浸水対策事業

事業概要：用地測量

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 165-166

8030301 担当課 建設課

歳出費目 土木費 河川費 河川改良費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

6,000 0 15,300 0 2,613

中事業① 河川改修事業 中事業事業費（千円） 23,913 新規

事業名 河川改修事業

総
合
計
画

事業目的 浸水被害を軽減し、安心・安全に暮らせる治水環境を創出する

予算額 23,913千円

事業内容

-91-



１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

低地における浸水被害が生じないよう施設の適正な維持管理を目指す。

２　　内容

浸水被害防止対策として、雨水排水施設、都市下水路等の維持管理を行う。

（１）　浜町・東町雨水調整池、都市下水路他に係る修繕

①計画修繕

浜町雨水調整池　タイマーリレー・補助リレー配線取替他

浜町雨水調整池　側溝修繕（閉塞コンクリートの設置）

②突発修繕

浜町・東町雨水調整池、浜町ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ　消耗部品交換等

（２）　浜町・東町雨水調整池、都市下水路他に係る業務

①保守点検業務

浜町・東町雨水調整池、浜町地区雨水ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ　保守点検業務

（３）　浜町・東町雨水調整池、都市下水路他に係る工事

①雨水調整池ポンプ更新工事

ポンプ更新工事（浜町地区雨水マンホールポンプ1台）

浜町地区雨水マンホールポンプバイパスゲート改修工事（閉塞コンクリートの設置）

②都市下水路施設維持補修工事

都市下水路等浚渫

天神山川雨水幹線（花町線流末、東雲線流末）　他

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 167-168

8050301 担当課 建設課

歳出費目 土木費 都市計画費 都市下水路費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 10,000 0 12,943

中事業① 都市下水路施設維持管理事業 中事業事業費（千円） 22,943 新規

事業名 都市下水路施設管理事業

総
合
計
画

事業目的 低地において浸水被害が生じないよう施設の適正な維持管理を目指す。

予算額 22,943千円

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

公園利用者が安心・安全に公園施設を利用できるよう適正な維持管理を目指す。

２　　内容

（１）　修繕

①計画修繕

大内公園掲示板取替

大内公園看板取替

男山八幡公園排水管修繕

②突発修繕

照明灯交換等

（２）　業務

①維持管理業務

都市公園公衆便所　清掃業務　７箇所

城山公園草刈

男山公園低木剪定

弓木公園、男山公園、阿蘇公園藤棚剪定

（３）　工事

阿蘇公園便所解体工事

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 167-168

8050402 担当課 建設課

歳出費目 土木費 都市計画費 公園費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 17 4,499

中事業① 都市公園維持管理事業 中事業事業費（千円） 4,516 新規

事業名 都市公園管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 公園利用者が安心・安全に公園施設を利用できるよう適正な維持管理を目指す。

予算額 4,516千円

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　住宅外装等改善工事・工事監理業務委託（下山田団地）

工事等概要 着工前写真

規模：建築面積 798.74㎡

延床面積 1399.93㎡

3棟18戸（RC造2階建）

内容：外壁塗装工事及び工事に係る監理業務委託

（２）　用途廃止住宅解体工事（船山団地）

工事概要 着工前写真

規模：延床面積　65.5㎡

戸当たり面積 32.75㎡　×　2箇所

1棟2戸（木造平屋建）

内容：解体撤去工事

防草シート敷設工事

（３）　給湯器更新工事（維持管理住宅） 着工前写真

工事概要

規模：ガス給湯器 5台

電気温水器（小） 2台

電気温水器（大） 1台

内容：ガス給湯器及び電気温水器更新工事

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 169-170

8060102 担当課 建設課

歳出費目 土木費 住宅費 住宅管理費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

15,050 0 47,900 19,662 0

中事業① 町営住宅維持管理事業 中事業事業費（千円） 82,612 新規

事業名 町営住宅維持管理事業

総
合
計
画

事業目的 町民が安心して暮らせる住まいを確保する。

予算額 82,612千円

町民が安心して暮らせる住まいを確保するため、町営住宅の維持管理を行うほか、令和10 
年度まで長寿命化工事を実施する。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（1）　木造住宅等耐震化支援

昭和５６年５月３１日以前に着工した木造住宅を対象とした耐震改修工事補助制度

①住宅耐震改修補助

②簡易な耐震改修

③耐震シェルター設置

耐震シェルター設置に要する費用を補助。最高で1件30万円の補助を実施

（2）　耐震診断士派遣費用の補助

昭和５６年５月３１日以前に着工した木造住宅を対象に診断士を派遣し耐震診断等を実施

①耐震診断士派遣制度

診断費用55,000円のうち52,000円を補助

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 169-172

8060301 担当課 建設課

歳出費目 土木費 住宅費 住宅耐震事業費 作成責任者 課長　柴山　進

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

2,135 1,180 0 0 1,153

中事業① 住宅等耐震化事業 中事業事業費（千円） 4,468 新規

事業名 住宅等耐震化事業

総
合
計
画

事業目的 木造住宅の耐震診断及び耐震改修を促進する

予算額 4,468千円

今後の地震に対する備えとして、国・府と協調し町内の木造住宅の耐震診断及び耐震改修
を促進する。

耐震診断の結果が評点1.0未満のものを、改修の結果1.0以上（もしくは0.7以上1.0未
満）に向上する耐震改修工事に要する費用を補助。
最高で1件140万円の補助を実施（改修の結果0.7以上1.0未満のものは最高で120万
円）

耐震診断の結果が評点1.0未満のものを、屋根を軽量化するなど、耐震性を確実に向
上させる簡易な耐震改修工事に要する費用を補助。最高で1件40万円の補助を実施

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　与謝野町備蓄計画に基づく、重点備蓄品の整備

①アルファ米 4,400食 ⑩こども用おむつ 約800枚

②離乳食 110食 ⑪女性用衛生用品 約1,200枚

③液体ミルク 200㎖×192本 ⑫パーティションテント 220セット

④飲料水 2,000リットル ⑬簡易ベッド 460台

⑤毛布 600枚 ⑭可搬型空調機器 2セット

⑥簡易トイレ 16基 ⑮発電機 2台

⑦凝固剤 50回分/セット・166セット

⑧トイレットペーパー 150ロール

⑨大人用おむつ 約240枚

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　防災会議の開催

与謝野町地域防災計画の改訂について審議いただく

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 175-176

9010504 担当課 総務課

歳出費目 消防費 消防費 災害対策費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

6,916 0 0 13,000 303

中事業① 災害対策資機材整備事業 中事業事業費（千円） 20,163 新規

中事業② 防災会議・国民保護協議会運営事業 中事業事業費（千円） 56 新規

事業名 災害・危機管理対応事業

総
合
計
画

事業目的 災害時に対応できる資機材の整備を図る

予算額 20,219千円

　与謝野町防災計画に基づき、災害時における物資を確保し、生命・健康維持のために必要
な備蓄・配備を行う。

　被災時に住民の生命と健康を守るため、災害救助用備蓄物資（食料・飲料等の重点備
蓄品目）を計画的に確保するほか、避難者の災害関連死や健康被害を防ぐため、避難所
等の環境整備を推進する。　※「公的備蓄に係る基本的な考え方」京都府が令和７年５月
に見直し

　与謝野町防災会議を開催し、与謝野町地域防災計画の改訂を実施する。

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　防災訓練実施

（２）　防災教育事業（丹後震災１００周年）

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　自主防災組織活動奨励金交付事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 175-176

9010505 担当課 総務課

歳出費目 消防費 消防費 災害対策費 作成責任者 課長　柴田勝久

分野名 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち 分野名

施策名 （施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 1,911

中事業① 防災訓練事業 中事業事業費（千円） 651 新規

中事業② 自主防災組織支援事業 中事業事業費（千円） 1,260 新規

事業名 防災活動支援事業

総
合
計
画

事業目的 住民の防災意識の高揚と自主防災組織の整備充実を図る

予算額 1,911千円

住民の自助・共助による防災意識の高揚と防災関係機関の連携強化、自主防災組織の防
災体制の強化を図る。

地域連携に加えて、防災関係機関との連携を強化するための総合的な防災訓練を実施
令和８年度は、丹後震災１００年を迎える年であり、地震想定訓練を実施予定（時期10月
を予定）

　北丹後地震１００周年を契機とした防災・減災の醸成を図るための講演会、防災教育等
を実施

　①地域防災に主体的に関わる人材の育成
　②教員・保護者を核とした未就学児防災教育の推進
　③小学生対象「北丹後地震、地震に備えた防災教育」出前講座
　④家庭での災害備蓄の普及啓発

自主防災組織に対して活動奨励金及び装備品等を支給することにより住民の防災意識の高
揚を図る。

町内２４区が組織する自主防災組織の活動に対し、奨励金を交付する。
令和8年度からは、自主防災組織が取り組む、防災教室、炊き出し訓練等、防災力向上に
つながる取組をされるときにアドバイザー等を登用されたときに必用になった経費に対し
ても奨励金を交付するように拡充

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　奨学資金貸付事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 181-182

10010301 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 教育総務費 教育振興費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策1）一人ひとりの学ぶ意欲と確かな学力の育成 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 4,894 338

中事業① 奨学資金貸付事業 中事業事業費（千円） 5,232 新規

事業名 奨学資金貸付事業

総
合
計
画

事業目的 高等教育機関に修学する学徒の経済的負担の軽減を図る

予算額 5,232千円

大学などに修学する学徒に対し、学業に要する費用の一部貸与することで経済的負担の軽
減を図る。

事業内容

対象者：与謝野町に住所を有する方（修学のため一時的に他市町村に居住することは可）
※他の奨学資金制度との併給不可
一人あたり貸付額：月額５０千円/月×１２月＝年間６００千円
貸与期間：修学する学校等が定める最短修業年限
償還期間：貸与期間終了月の翌月から、１０年以内
利子：無利子
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）教育支援センター（通称：トライアングル）による各種支援

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 181-182

10010302 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 教育総務費 教育振興費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策2）一人ひとりを大切にする環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 12,306

中事業① 教育支援センター事業 中事業事業費（千円） 12,306 新規

事業名 不登校等対策事業

総
合
計
画

事業目的 不登校又はその傾向にある児童生徒の学校復帰のみならず社会的自立を目指す

予算額 12,306千円

不登校又はその傾向にある児童生徒の学校復帰のみならず社会的自立を目指す。

対象者：与謝野町内の小学校及び中学校に在籍する児童・生徒
支援内容：通所者への支援（学習支援・登校支援・体験活動など）
　　　　　　 家庭訪問支援
　　　　　　 教育相談の実施など

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　岩滝小学校給食配膳室改修工事

（２）　小学校照明器具取替工事

教室等の照明器具のLED化工事

（３）　小学校既設空調機更新工事

耐用年数超過等の機器更新の工事

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 187-188

10020103 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 小学校費 学校管理費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策2）一人ひとりを大切にする環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 25,700 0 20

中事業① 小学校施設整備事業 中事業事業費（千円） 25,720 新規

事業名 小学校施設整備事業

総
合
計
画

事業目的 小学校校舎等の施設環境の維持や機能向上を図る

予算額 25,720千円

よりよい教育環境を維持するため、小学校施設及び整備の維持並びに機能向上に伴う施設
の改修を行う

新学校給食センターの供用開始にあわせて、岩滝小学校の自校給食をやめセンター調理
の給食の受け入れ、配膳に伴う工事

優先的に使用頻度の高い教室から実施しており、進捗率については全教室に対して19％
程度となっています

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　各種教材の整備

（２）　各種検査の実施

（３）　各種補助金の交付

（４）　水泳授業の実施

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 189-190

10020204 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 小学校費 教育振興費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策1）一人ひとりの学ぶ意欲と確かな学力の育成 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 26,956

中事業① 小学校教育振興事業 中事業事業費（千円） 26,956 新規

事業名 小学校教育振興事業

総
合
計
画

事業目的 各小学校に必要となる教材等を整備するほか、保護者の負担軽減を図る

予算額 26,956千円

各小学校に必要となる教材等を整備するほか、保護者の負担軽減を図る。

タブレットで使用するドリル教材のライセンスを購入したり、各教科で使用する教材・図書を
整備する。

児童に対し学校満足度調査や学力検査等を実施し、よりよい学校運営と学力向上を目指
す。

修学旅行補助金、校外活動補助金、ヘルメット購入補助金等を交付することで、保護者負
担の軽減を図る。

令和8年度からクアハウス岩滝において全小学校の水泳授業を実施し、泳力の向上を図
る。
実施時期は5月最終週から9月末までであり、1年生から2年生は3回（各70分）、3年生から
6年生は4回（各70分）で実施する。1年生から2年生は227人、3年生から6年生は567人の
見込みとなる。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　中学校照明器具取替工事

教室等の照明器具のLED化工事

（２）　中学校空調機取替工事

事務室等の空調機の取替工事

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 193-194

10030103 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 中学校費 学校管理費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策2）一人ひとりを大切にする環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 4,500 0 0

中事業① 中学校施設整備事業 中事業事業費（千円） 4,500 新規

事業名 中学校施設整備事業

総
合
計
画

事業目的 中学校校舎等の施設環境の維持や機能向上を図る

予算額 4,500千円

よりよい教育環境を維持するため、中学校施設及び整備の維持並びに機能向上に伴う施設
の改修を行う

優先的に使用頻度の高い教室から実施しており、進捗率については全教室に対して11％
程度となっています

故障している空調機の取替を実施します

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

社会教育委員を設置し、社会教育施策に係る意見を収集する

２　　内容

（１）社会教育委員会議の開催（年３回）

（２）研修や対話を通じて委員資質の向上を図る

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）成人式の開催

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）生涯学習の推進

（２）人権教育の推進

（３）文化芸術の振興

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 197-198

10050103 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 社会教育費 社会教育総務費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち 分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち

施策名 （施策3）地域ぐるみの子育て力の向上 施策名 （施策3）生涯学習社会の実現と人権教育の推進

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 180 5,880

中事業① 社会教育委員設置事業 中事業事業費（千円） 199 新規

（京都府社会教育委員連絡協議会及び丹後社会教育委員連絡協議会）

中事業② 成人式開催事業 中事業事業費（千円） 603 新規

中事業③ 生涯学習支援事業 中事業事業費（千円） 3,332 新規

事業名 社会教育推進事業

総
合
計
画

事業目的 社会教育推進のための全般な支援を図る

予算額 6,060千円

人生の節目を迎える２０歳を祝うとともに、参加者が社会的な責任や役割、郷土に対する誇り
を認識できる場とする。

　住民の学習ニーズや地域の実情に応じた多様な学習機会を提供し、住民が集い、学び、つ
ながることを促進する

①趣味等の一般講座の開催
③女性団体の活動を支援（女性教育）

①人権教育講演会の開催
②人権啓発作品（ポスター・標語・俳句・作文・詩）の募集・表彰
③地区公民館における人権学習支援（公民館活動推進事業）

事業内容

事業内容

事業内容

①文化芸術に触れる機会づくり
　ぎゃらりぃ知遊館での企画展示及びプレイヤー提案型展示
　エントランスホールでの展示
　ミュージックフェスタ、音楽会の開催
②文化協会による文化芸術活動の支援
　文化祭の開催
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１　　趣旨・目的

青少年の健全な育成及び保護を図る

２　　内容

（１）与謝野町青少年育成会活動支援

子ども発表会等の育成事業や啓発活動等に関わる経費を支援

（２）与謝野町連合PTA協議会活動支援

研修等に関わる経費を支援

１　　趣旨・目的

短詩系文学を振興するとともに俳句を通じて交流人口・関係人口を創出する

２　　内容

（１）江山文庫における俳句・短歌の展示（別事業で掲載）

（２）町内小・中・高校における俳句教室の開催及び令和のBuson俳句大会の開催

（３）　蕪村顕彰全国俳句大会の開催

中事業④ 青少年育成事業 中事業事業費（千円） 1,308 新規

中事業⑤ 俳句文化振興事業 中事業事業費（千円） 618 新規

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　地域探究学習の推進

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 197-200

10050107 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 社会教育費 社会教育総務費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名 （分野7）住民が主人公となるまち

施策名 （施策1）一人ひとりの学ぶ意欲と確かな学力の育成 施策名 （施策1）多様な主体による協働のまちづくりの推進

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 4,600 0

中事業① 高校魅力化推進事業 中事業事業費（千円） 4,600 新規

事業名 高校魅力化推進事業

総
合
計
画

事業目的 宮津天橋高校加悦谷学舎生の人材の循環・還流体制の構築

予算額 4,600千円

第２期与謝野町高校魅力化ビジョンに基づき、将来のUターン等、地域貢献人材を育成する
ため、町内唯一の高等学校である宮津天橋高校加悦谷学舎との協働を推進するとともに、
町にとって不可欠な高等学校として存続を目指す。

①地域の探究・実践の推進
町への愛着を醸成し、将来の地域貢献人材を育成するため、地域の探求を通じて町の魅
力を認識する。（例：町の魅力を発見するためのフィールドワークの実施）

②キャリア教育の推進
町内企業の事業を知る講習・インターン
就業体験を通じて、地域で働く上でのやりがい、地域で暮らす生きがいに対する認識を深
める機会を確保する

③スポーツ交流の推進
加悦谷学舎のアスリートスポーツコース生の生徒が、指導カリキュラムを事前に作成し、
町内の小学生を対象に指導を体験

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　土曜講座の開催

合唱、環境学習、ぱすてる画、茶道、書初め　など

（２）　夏休み講座等の開催

１　　趣旨・目的

２　　内容

町内６小学校それぞれで地域人材による学習支援を実施（週１回程度）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 199-200

10050108 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 社会教育費 社会教育総務費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策3）生涯学習社会の実現と人権教育の推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 1,036 0 0 1,882

中事業① 土曜日・夏休み教室支援事業 中事業事業費（千円） 793 新規

中事業② 放課後学習支援事業 中事業事業費（千円） 449 新規

事業名 地域学校連携事業

総
合
計
画

事業目的 地域の活力を活用し子ども達の成長を支援するとともに教育環境の充実を図る

予算額 2,918千円

児童生徒の居場所づくりや様々な体験活動を推進する

宿題教室、将棋、工作　など

地域人材を活用して学習支援が必要な児童に適切な支援を実施する

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　学校運営協議会の開催

（２）　地域学校協働活動の推進

１　　趣旨・目的

２　　内容

中事業③ 地域学校協働活動推進事業 中事業事業費（千円） 627 新規

中事業④ 地域で支える家庭教育支援事業 中事業事業費（千円） 1,049 新規

学校と地域住民等との信頼関係を深め、学校運営の改善及び児童生徒の健全育成に取り
組むため、町内の全ての学区に学校運営協議会を設置し、学校の目標やビジョンを保護者
や地域住民と共有するとともに、地域学校協働活動との一体的推進を図る

町内７協議会　各協議会において年間３回開催
加悦小中学校・江陽中学校・三河内小学校・市場小学校・山田小学校・石川小学校・岩滝
小学校

資源回収・校地清掃への地域協力
ふるさと学習への講師等

地域人材を活用し、子ども園、小学校、中学校を通じた支援を実施し、個別案件の対応及び
地域全体の家庭教育力の向上を図る

加悦小学校に家庭教育アドバイザー１名を配置し、加悦地域の児童・保護者に対して相
談等の必要な支援を実施する

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

地区公民館の維持管理を行い、各地区の公民館活動の拠点を提供する。

２　　内容

（１）地区公民館の維持管理を実施

町内２０館の地区公民館を各地区と協力し、適切に維持管理を実施する

算所地区公民館 石田地区公民館

加悦奥地区公民館 弓木地区公民館

加悦地区公民館 男山地区公民館

後野地区公民館 三河内地区公民館

与謝地区公民館 岩屋地区公民館

滝地区公民館 幾地地区公民館

金屋地区公民館 四辻地区公民館

温江地区公民館 上山田地区公民館

明石地区公民館 下山田地区公民館

香河地区公民館 石川地区公民館

１　　趣旨・目的

地区公民館における自発的な学習機会を提供する。

２　　内容

（１）　地区公民館長・主事の委嘱

各館に公民館長及び公民館主事を委嘱し、公民館運営委員会を運営

10講座を目安に講座を企画（青少年育成講座、人権講座の2科目は必修）

（２）地区公民館活動の委託

各公民館運営委員で決定・企画された公民館事業を実施

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 201-202

10050202 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 社会教育費 社会教育施設管理費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策3）生涯学習社会の実現と人権教育の推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 11,323 12,903

中事業① 地区公民館維持管理事業 中事業事業費（千円） 11,586 新規

中事業② 地区公民館活動推進事業 中事業事業費（千円） 12,640 新規

事業名 地区公民館管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 各地区公民館の維持管理を行う

予算額 24,226千円

岩
滝
地
域

事業内容

加
悦
地
域

野
田
川
地
域

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

文化財を後世に継承するため、調査・保存・修理・情報発信を行う。

２　　内容

（１）　　文化財指定及び計画の進捗管理

①　町指定文化財の新規指定をするための町文化財保護委員会の開催

②　文化財保存活用地域計画推進協議会の開催

（２）　　文化財の保存

①　指定文化財保存修理事業

文化財の保存・修理に対して補助を実施

②　指定文化財建造物防火対策事業

文化財の防災対策に係る講演会の開催

③　滝のツバキ樹勢回復事業

滝のツバキ樹勢を回復させるための土壌改良、枝の選定等を実施

（３）　　文化財の情報発信・活用

①　遺跡見学環境維持管理事業

滝岡田古墳、日吉ヶ丘遺跡、地蔵山遺跡の見学環境維持管理（草刈等）

②　文化財の理解を深めための説明板等の設置　【拡充、R8・9限】

③　文化財を知るための周遊事業の開催

１　　趣旨・目的

加悦重要伝統的建造物群保存地区を保存し、後世に継承する。

２　　内容

（１）　伝統的建造物の修理・修景

伝統的建造物の修理や耐震改修に対して補助を実施（3件）

（２）　防災意識の向上

住民及び防災意識向上のための学習会を開催

立命館大学に依頼して検討中の旧尾藤家住宅防災対策マニュアル作成の最終年

（３）　地域住民による保存活動を支援

ちりめん街道を守り育てる会が行う保存活動等に対して補助を実施

（４）　伝建地区保存活用計画の見直し・更新計画の作成　【R7・8限】

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 203-206

10050301 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 社会教育費 文化財保護費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち

施策名 （施策2）まちの魅力を活かした観光振興 施策名 （施策5）文化財の継承と活用

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

10,585 2,975 0 21 12,429

中事業① 文化財保存・活用事業 中事業事業費（千円） 7,757 新規

中事業② 伝統的建造物群保存対策事業 中事業事業費（千円） 15,514 新規

事業名 文化財保護事業

総
合
計
画

事業目的 文化財の保存・活用及び文化財保護意識の向上

予算額 26,010千円

重伝建地区の保存の指針である当計画を、伝建審議会や関係団体等ともに保存活用計
画として見直す。

事業内容

事業内容
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１　　趣旨・目的

遺跡の調査・出土品の整理を実施し、遺跡を後世に継承する。

２　　内容

（１）　調査

遺構の有無、内容等を確認・記録するための試掘・範囲確認調査を実施

弓木北城跡

弓木北城調査予定地

R7調査成果

中事業③ 遺跡調査事業 中事業事業費（千円） 2,739 新規

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　事業内容

（１）　指定管理者による施設の管理運営

施設の運営及び維持管理

古代歴史文化の魅力発信及び情報発信

古代文化体験等の実施

関係機関との連携

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 207-208

10050502 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 社会教育費 教育文化施設管理費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野2）地元を誇りに想い人の流れを生むまち 分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち

施策名 （施策2）まちの魅力を活かした観光振興 施策名 （施策5）文化財の継承と活用

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 0 0 9,131

中事業① 古墳公園維持管理事業 中事業事業費（千円） 9,131 新規

事業名 古墳公園管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 国史跡蛭子山古墳と作山古墳を守り伝え、町内外に対して、本地域の固有の歴史を普及啓発する

予算額 9,131千円

国史跡蛭子山古墳・作山古墳を復元整備した古代歴史公園「古墳公園」の適切な保存・
管理を行うとともに、指定管理者による広域的な文化資源との連携を通じて、与謝野町に
おける観光資源との周遊機能強化を図る。あわせて、古代歴史文化を学ぶ場としての
サービスの充実を図り歴史文化への理解促進に資することを目的としている。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　ニュースポーツ活動の推進

（２）　スポーツ行事の開催及び協力

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１） 団体の活動を支援

１　　趣旨・目的

住民の健康増進、体力向上及び町のアピールと住民相互交流を図る

２　　内容

スポーツイベントの開催支援

（１）　よさの大江山登山マラソン（実行委員会）

（２）　与謝野町駅伝大会（与謝野町スポーツ協会）

（３）　ニュースポーツ大会（与謝野町青少年育成会　親子ふれあい事業・スポーツ推進員）

（４）　丹後大学駅伝（関西学生陸上連盟（町は丹後大学駅伝後援会に参画））

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 209-212

10060102 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 保健体育費 保健体育総務費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策4）生涯スポーツ社会の実現 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

1,125 0 0 4,192 2,916

中事業① スポーツ推進委員活動事業 中事業事業費（千円） 1,258 新規

スポーツの実技の指導やスポーツ行事の実施等により住民のスポーツ振興を図る

　　スポーツクラブ、その他派遣依頼に基づく競技指導

中事業② 社会スポーツ団体育成事業 中事業事業費（千円） 3,230 新規

社会スポーツ団体の活動の活性化

中事業③ スポーツイベント運営支援事業 中事業事業費（千円） 3,425 新規

事業名 社会体育推進事業

総
合
計
画

事業目的 町民の生涯スポーツの充実を図る

予算額 8,233千円

いきいきウォーキングの開催
よさの大江山登山マラソン、与謝野町駅伝大会等の各種スポーツ行事の協力

総合型スポーツクラブへの補助の実施
与謝野町ジュニアスポーツ連絡協議会への補助の実施
与謝野町スポーツ協会への補助の実施

（５）　京都パープルサンガホームタウンデー及び京都ハンナリーズホームタウンデー公式戦
観戦ツアー

事業内容

事業内容

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　施設の維持管理

（２）　大江山運動公園遊具の撤去等

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）　大江山運動公園便所新築等工事

避難施設として必要な設備としてトイレの新設及び改修等を行う。

　

３　　スケジュール（予定）

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 211-212

10060201 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 保健体育費 社会体育施設管理費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策4）生涯スポーツ社会の実現 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 59,304 0 1,463 11,302

中事業① 屋外体育施設維持管理事業 中事業事業費（千円） 12,765 新規

中事業② 屋外体育施設整備事業 中事業事業費（千円） 59,304 新規

年度 概要

R6 進入路設計

R7 進入路工事、設備改修設計

R8 設備改修工事

事業名 屋外体育施設管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 町民が屋外でスポーツができる環境を提供する

予算額 72,069千円

グラウンド、テニスコート、運動公園等の屋外体育施設の管理運営を行い、社会体育活動の
場を提供する。

安心して施設を利用できるよう適切に施設修繕を実施する。
また、日々の清掃業務をはじめ、設備の点検業務、草刈り業務等、利用者が快適に施設
を利用できるよう適正管理を実施する。

大江山運動公園に設置の遊具について、老朽化や危険性が確認された遊具の撤去・部
分撤去を実施する。

原子力災害に係る広域避難要領等において位置づけられている避難退域時検査場所候補
地の「大江山運動公園（グラウンド）」について、円滑な避難活動の実現に向け施設の改良を
行う。

事業内容

事業内容

グラウンド テニスコート 大江山運動公園

改修

解体撤去

新設

-113-



１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

　屋内体育施設の管理運営を行い、社会体育活動の場を提供する。

２　　内容

（１）　施設の維持管理

大江山運動公園体育館、野田川体育館、岩滝体育館等の社会体育施設の維持管理

（２）　体育館照明器具取替工事

野田川体育館照明器具LED化工事

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 211-214

10060202 担当課 社会教育課

歳出費目 教育費 保健体育費 社会体育施設管理費 作成責任者 課長　小谷貴儀

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策4）生涯スポーツ社会の実現 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 0 2,000 1,120 12,545

中事業① 屋内体育施設維持管理事業 中事業事業費（千円） 15,665 新規

事業名 屋内体育施設管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 町民が屋内でスポーツができる環境を提供する

予算額 15,665千円

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

３　　その他

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 213-214

10060302 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 保健体育費 学校給食費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策2）一人ひとりを大切にする環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

0 45,474 0 66,039 76,112

中事業① 学校給食センター管理運営事業 中事業事業費（千円） 187,625 新規

事業名 学校給食センター管理運営事業

総
合
計
画

事業目的 安全で安心して食べられるおいしい給食の提供を目指す

予算額 187,625千円

学校給食センターの管理運営を行い、栄養バランスの取れた給食を児童生徒に提供するほ
か、食育に取り組む。

献立作成、食材調達、調理業務、配送業務等を行い、安全で栄養バランスの取れた学校給
食を安定的に提供するとともに衛生管理の徹底及び食育の推進に努める。

令和８年度から公立小学校の児童に対して学校給食費を実質的に無償化する制度が国の
方針で決まり、保護者の所得に関係なく１人当たり5,200円まで、国と都道府県が負担するよ
うになりました。これに伴い令和８年４月以降、公立小学校の児童に対して給食費の実費相
当負担分は徴収しないこととしています。

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　施設概要

（１）　　施設規模等

（２）　　施設整備事業スケジュール

（３）　　工事内容

屋根工事、外装工事、内装工事、外構等工事、厨房機器等設置

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 215-216

10060303 担当課 学校教育課

歳出費目 教育費 保健体育費 学校給食費 作成責任者 次長兼課長　中上伸午

分野名 （分野5）魅力ある教育が活力ある人や地域を創るまち 分野名

施策名 （施策2）一人ひとりを大切にする環境づくり 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

111,000 0 1,327,600 239,775 54,226

中事業① 学校給食センター施設整備事業 中事業事業費（千円） 1,732,181 新規

最大調理能力 　1,600食/日

建 築 面 積 　1,615.50㎡

延 床 面 積 　1,626.71㎡

敷 地 面 積 　4,586.89㎡

建 設 地 　旧岩屋小学校跡地

整 備 手 法 　公設（町整備）

運 営 方 法 　直営

令和６年 令和７年 令和８年

事業名 学校給食センター施設整備事業

総
合
計
画

事業目的 安全で安心して食べられるおいしい給食を提供するため、学校給食センターを新設する

予算額 1,732,601千円

学校給食法（学校給食衛生管理基準及び大量調理施設衛生管理マニュアル）に適合した安
全・安心な給食の供給等を行うため、学校給食センター整備基本計画に基づき新たな学校
給食センターを整備する。

施
設
規
模

給食センター
建設工事

給食センター
供用開始

事業内容
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１．事業の属性情報

款 項 目

２．事業の目的

３．予算の状況

４．事業の概要

１　　趣旨・目的

２　　内容

（１）協議体の設置および運営

（２）　生活支援コーディネーター委託事業

令和８年度　予　算　概　要　資　料

事業コード 予算書頁 264-265
介護保険特別会計 担当課 福祉課

歳出費目 地域支援事業費 包括的支援事業（社会保障充実分） 生活支援体制整備事業費 作成責任者 福祉課長　矢野彰男

分野名 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち 分野名

施策名 （施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進 施策名

　国支出金 　府支出金 　地方債 その他 一般財源

8,312 3,246 0 3,246 2,052

中事業① 生活支援体制整備事業 中事業事業費（千円） 16,856 新規

事業名 生活支援体制整備事業

総
合
計
画

事業目的 支え合い体制づくりと高齢者の社会参加の促進

予算額 16,856千円

町は生活支援コーディネーターを配置し、介護保険法に掲げる生活支援・介護予防サービス
の充実を図るとともに、地域における支え合いの体制づくりを推進することを目的とする。

　地域の生活支援・介護予防に関する課題について、主に第２層協議体（日常生活圏ごと
の協議体＝旧町単位等）において協議・対応を行い、対応が困難な場合には第１層協議
体（市町村区域単位での協議体）において検討を行う。
　令和８年度は、第２層協議体中心に課題に応じた運営・検討を行う。

事業内容

　与謝野町社会福祉協議会に委託した生活支援コーディネーターが中心となり、下記事業
に取り組む。
　令和５～７年度にかけて、つながる・気づく・やってみる（うまれる）を積み上げ、第２層協
議体の運営を開始。令和８年度は有志の輪や地区等の団体と連携協議を拡げ展開できる
ように、取り組む。
　・町民向けセミナー（啓発）
　・よさのなんでもBOOK更新（地域資源の発信）
　・町内全区へのアセスメント・連携（つながり・課題分析）
　・第２層協議体定例会（毎月１回）×３か所　（有償ボランティア活動開始の検討等）
　・近隣市町、他団体等との会議や連携強化等
　生活支援コーディネーターが住民主体の活動への伴走支援拡大に更に力を入れてい
く。

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの
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